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一
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ワ
ー
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起
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家
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家
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家
人　

家
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は
じ
め
に

　

逃
げ
る
人
（々
（
（

や
市
に
集
ま
る
人
（々
（
（

と
い
う
視
点
か
ら
、
人
の
移
動
（
（
（

に
視
点
が
動
い
て
き
た
。
前
論
で
は
人
の
移
動
の
終
着
点
と
し
て
葬
礼
に
か
か
る
史
料
（
（
（

を
整

理
し
て
、「
棺
在
堂
上
」
と
題
し
て
葬
礼
中
に
起
こ
っ
た
事
件
か
ら
、
葬
礼
の
儀
礼
的
面
と
秦
漢
法
令
の
接
点
や
、
孝
の
論
理
と
法
と
礼
な
ど
の
同
時
代
の
家
に

掛
か
る
生
活
習
俗
を
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
た
（
（
（

。
王
事
に
斃
れ
た
勇
士
達
の
帰
家
葬
喪
、
官
吏
の
「
終
於
官
」、
や
卒
官
に
は
国
家
が
関
わ
る
こ
と
。
自
然
災
害

時
の
被
災
者
達
へ
の
葬
銭
衣
棺
葬
具
の
賜
与
と
長
吏
臨
葬
の
規
定
や
家
へ
の
恩
賜
（
（
（

、
官
吏
が
免
老
帰
家
し
て
の
葬
儀
の
論
議
か
ら
、
国
や
官
の
論
理
世
界
と
は
異

な
る
情
の
世
界
で
あ
る
家
の
実
存
感
を
垣
間
見
た
。
こ
う
し
た
史
料
整
理
か
ら
、
人
は
必
ず
家
に
帰
る
、
と
言
う
こ
と
に
思
い
至
っ
た
。
こ
の
度
は
、
家
に
つ
い

て
、
国
の
側
か
ら
ど
う
見
ら
れ
る
か
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
尾
形
勇
氏
の
視
点
を
導
入
と
し
て
「
起
家
」
の
語
か
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

尾
形
氏
は
言
う
。「
ま
ず
一
般
群
臣
（
官
吏
）
の
ば
あ
い
、
注
目
さ
れ
る
の
が
「
起
家
」
と
い
う
用
語
で
あ
る
。
周
知
の
如
く
こ
の
語
は
、
六
朝
期
以
降
、
初
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二

め
て
任
官
す
る
と
き
如
何
な
る
官
品
か
ら
出
発
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
も
っ
ぱ
ら
意
味
を
持
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
「
建
元
中
、
上
、
賢
良

を
招
く
、
公
卿
、
鄧
公
の
こ
と
を
言
ふ
。
時
に
鄧
公
、
免
ぜ
ら
る
。
起
家
し
て
九
卿
と
な
る
（『
史
記
』
卷
一
百
一
袁
盎
鼂
錯
列
傳
）」、「
哀
帝
の
時
、
丁
（
明
）、

傅
（
晏
）、
董
賢
、
事
を
用
い
、
諸
附
離
の
者
、
起
家
し
て
二
千
石
に
至
る
（『
文
選
』
四
五
設
論
、
揚
雄
「
解
嘲
」
序
）」「
疾
を
以
て
徵
還
さ
る
。
起
家
し
て
河

南
尹
と
な
る
も
…
…
（『
魏
志
』
卷
二
十
七
王
基
傳
）」、「
疾
を
以
て
官
を
去
る
。
起
家
し
て
河
東
太
守
と
な
る
（『
魏
志
』
卷
一
六
杜
恕
傳
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
原
義
は
、「
家
よ
り
起
ち
て
官
に
つ
く
」
の
意
で
あ
り
、
こ
の
語
か
ら
は
、
文
字
通
り
『「
家
」
か
ら
「
官
」
へ
』
と
い
う
過
程
が
見
出
せ
る
（
（
（

」
と
。
人
の
移

動
か
ら
家
を
考
え
る
に
、
家
か
ら
官
へ
と
い
う
「
起
家
」
は
有
効
な
糸
口
と
思
え
る
（
（
（

。
そ
こ
で
、
以
下
、
現
代
の
家
か
ら
離
れ
て
、
秦
漢
時
代
の
史
料
に
よ
っ

て
、
国
と
家
の
結
び
付
き
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

一
　
起
家
に
つ
い
て

　
「
起
家
」
の
用
例
は
『
史
記
』
で
は
三
件
し
か
な
い
。
一
つ
は
、
武
帝
時
代
前
半
の
政
局
を
牛
耳
っ
て
い
た
潅
嬰
の
「
起
家
」
の
場
合
で
、
武
安
君
潅
嬰
自
身

は
「
起
家
」
と
は
直
接
関
係
は
な
い
。
上
（
今
上
、
武
帝
）
は
即
位
当
時
、
朝
廷
の
実
力
者
武
安
君
が
丞
相
と
し
て
入
内
し
て
奏
事
す
る
と
、
坐
語
し
て
日
を
移

し
（
長
時
間
話
が
絶
え
ず
）、
言
上
す
る
こ
と
皆
受
諾
さ
れ
た
（
當
是
時
、
丞
相
入
奏
事
、
坐
語
移
日
、
所
言
皆
聽
（『
史
記
』
卷
一
百
七
魏
其
武
安
侯
列
傳
））

と
あ
る
。
そ
こ
で
武
安
君
が
推
薦
し
た
「
薦
人
」
は
、「
起
家
」
し
て
二
千
石
に
至
っ
た
「
薦
人
或
起
家
至
二
千
石
、
權
移
主
上
（
同
上
）」、
武
帝
の
親
任
の
篤

い
武
安
君
が
推
薦
す
れ
ば
「
起
家
」
し
て
二
千
石
官
に
親
任
さ
れ
た
と
い
う
。

　

二
つ
目
は
、
鼂
錯
の
冤
罪
を
景
帝
に
解
い
た
鄧
公
。
彼
は
、
建
元
（
武
帝B.C.140~5

）
中
の
賢
良
と
な
り
、
公
卿
の
推
薦
に
よ
り
、「
免
」
去
の
身
で
あ
り

な
が
ら
「
起
家
」
し
て
九
卿
に
列
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
謁
者
僕
射
鄧
公
は
校
尉
と
な
り
、
吳
楚
軍
を
撃
つ
に
将
と
な
っ
た
。
帰
還
後
、
上
書
し
て
軍
事
に
言
及
し

て
、
上
（
景
帝
）
に
謁
見
す
る
。
鄧
公
は
、
鼂
錯
の
強
幹
弱
枝
の
政
策
の
真
意
に
触
れ
な
が
ら
、
鼂
錯
刑
死
は
忠
臣
の
言
行
を
掣
肘
し
て
、
諸
侯
の
肩
を
持
つ
こ

と
に
な
り
、
如
何
な
も
の
か
と
諌
言
す
る
。
景
帝
は
後
悔
の
念
を
言
い
、
鄧
公
を
城
陽
中
尉
に
任
じ
た
。
こ
の
後
、

　
（
武
帝
）
建
元
中
（B.C.140~35

）、
上
、
賢
良
を
招
か
ん
と
す
。
公
卿
鄧
公
を
言
う
。
時
に
鄧
公
免
た
り
し
も
、
起
家
し
て
九
卿
と
為
る
。
一
年
に
し

て
、
復
た
病
み
謝
し
て
免
帰
す
「
建
元
中
、
上
招
賢
良
、
公
卿
言
鄧
公
、
時
鄧
公
免
、
起
家
爲
九
卿
。
一
年
、
復
謝
病
免
歸
（『
史
記
』
卷
一
百
一
袁
盎
鼂
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三

錯
列
傳
）」。

と
あ
る
。
そ
の
子
章
、
黄
老
の
言
を
脩
め
て
諸
公
間
に
顕
わ
る
、
と
続
く
が
、
鄧
公
の
終
焉
に
つ
い
て
触
れ
な
い
。
鄧
公
は
、
武
帝
の
賢
良
招
請
に
よ
り
該
当
者

と
評
定
さ
れ
て
、「
起
家
」
し
て
「
爲
九
卿
」
と
な
る
が
、
賢
良
と
し
て
武
帝
に
選
抜
さ
れ
こ
と
が
「
起
家
」
な
の
か
、
結
果
と
し
て
「
九
卿
」
の
地
位
に
至
っ

た
事
が
「
起
家
」
な
の
か
。
あ
る
い
は
、「
宦
皇
帝
」
と
か
「
吏
二
千
石
」
と
か
「
九
卿
（
（
（

」
と
い
う
、
皇
帝
直
属
の
高
位
高
官
に
抜
擢
さ
れ
て
就
任
す
る
こ
と
な

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
鄧
公
の
出
自
本
名
事
績
な
ど
は
明
確
と
は
言
え
な
い
。
太
史
公
は
こ
の
鄧
公
の
よ
う
な
場
合
の
こ
と
も
「
起
家
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

三
つ
目
の
記
事
が
、
衛
子
夫
の
条
「
衞
氏
枝
屬
以
軍
功
起
家
、
五
人
爲
侯
（『
史
記
』
卷
四
十
九
外
戚
世
家
）」
で
あ
る
。
皇
后
衛
子
夫
の
枝
属
が
、
軍
功
に

よ
っ
て
「
起
家
」
し
、
み
な
侯
と
為
っ
た
と
記
す
。『
漢
書
』
卷
五
十
五
衛
青
霍
去
病
伝
に
は
「
起
家
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
衛
青
の
出
自
に
つ
い
て

は
、
同
伝
正
義
は
衛
青
伝
に
云
と
し
て
「
父
鄭
季
爲
吏
、
給
事
平
陽
侯
家
、
與
侯
妾
衞
媼
通
、
生
靑
、
故
冒
衞
氏
」
と
見
え
て
い
る
。
父
鄭
季
が
「
以
縣
吏
給
事

侯
家
（
同
上
）」
と
あ
っ
て
、
県
吏
の
身
分
で
侯
家
に
給
仕
し
て
い
た
（
（1
（

。「
季
與
主
家
僮
衞
媼
通
生
靑
（
同
上
）」
と
あ
っ
て
、
鄭
季
と
主
家
平
陽
侯
家
の
侯
妾
ま

た
家
僮
と
称
す
る
衞
媼
と
の
間
に
生
ま
れ
た
（
（1
（

。
そ
れ
で
衛
青
は
、
主
家
平
陽
公
家
に
帰
属
し
て
「
靑
爲
侯
家
人
（
同
上
）」
と
な
っ
て
母
の
姓
を
名
乗
る
（
（1
（

。
同
母

姉
子
夫
が
武
帝
に
寵
さ
れ
て
入
内
す
る
と
、
平
陽
侯
家
騎
（
家
吏
）
と
し
て
平
陽
主
（
陽
信
長
公
主
）
に
従
い
、
や
が
て
建
章
監
侍
中
、
太
中
大
夫
に
上
せ
ら

れ
、
の
ち
車
騎
将
軍
、
大
将
軍
に
昇
り
、
軍
功
に
よ
っ
て
長
平
侯
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
衛
青
の
三
子
も
元
朔
五
（B.C.124

）
年
の
青
の
軍
功
に
よ
っ
て
侯
「
而
封

靑
子
伉
爲
宜
春
侯
、
子
不
疑
爲
陰
王
侯
、
子
登
爲
發
干
侯
（
同
上
）」
と
な
っ
て
い
る
。

　

霍
去
病
は
、
衛
青
の
姉
小
兒
の
子
で
、
実
父
は
霍
中
儒
、
衛
皇
后
の
姉
の
子
と
し
て
、
侍
中
と
な
っ
た
。
大
将
軍
に
従
っ
て
票
姚
校
尉
と
な
り
軍
功
に
よ
っ
て

冠
軍
侯
に
封
ぜ
ら
れ
「
爲
封
列
侯
」
で
あ
る
。
衛
青
は
大
将
軍
、
霍
去
病
は
驃
騎
将
軍
と
し
て
将
軍
職
の
頂
点
を
極
め
る
。
こ
う
し
て
『
史
記
』
外
戚
列
伝
で
は

軍
功
に
よ
る
「
起
家
」
に
よ
っ
て
、
長
平
侯
衛
青
、
冠
軍
侯
霍
去
病
と
衛
青
の
三
子
「
伉
」「
不
疑
」「
登
」、
一
族
五
人
が
封
爵
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

太
史
公
は
こ
れ
ら
三
例
「
起
家
」
と
称
す
る
が
、
そ
の
「
起
家
」
の
根
拠
が
明
確
と
は
言
い
が
た
い
。
太
史
公
は
こ
の
三
例
の
「
起
家
」
に
、
ど
の
よ
う
な
思

い
を
託
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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四

二
　
起
家
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

　
『
漢
書
』
に
な
る
と
用
例
が
増
え
る
。『
漢
書
』
で
も
、
武
帝
時
代
よ
り
前
に
遡
る
古
い
記
述
は
な
い
。

　

ま
ず
、
重
複
す
る
が
、
前
掲
鼂
錯
の
刑
死
と
呉
楚
の
暴
走
に
つ
い
て
上
奏
し
、
語
っ
た
鄧
公
で
あ
る
。（
武
帝
）
建
元
年
中
、「
起
家
」
の
経
緯
に
つ
い
て
は

「
建
元
年
中
、
上
招
賢
良
、
公
卿
言
鄧
先
。
鄧
先
時
免
、
起
家
爲
九
卿
。
一
年
、
復
謝
病
免
歸
（『
漢
書
』
書
四
十
九
爰
盎
鼂
錯
傳
）」
と
あ
る
。
在
任
一
年
で
病

気
を
理
由
に
免
去
を
申
請
し
て
「
歸
」
が
許
さ
れ
、
す
ぐ
に
子
の
章
に
話
題
が
移
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
で
「
歸
」
と
な
る
と
、
次
に
「
終
於
家
」
が
想
定
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
高
官
に
至
れ
ば
、
葬
銭
棺
郭
葬
具
一
式
が
賜
與
せ
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
（1
（

。
そ
し
て
武
安
君
の
記
事
、
前
掲
『
史
記
』
の
武
安

君
に
同
じ
。
推
薦
し
た
も
の
の
「
起
家
」
に
つ
い
て
「
薦
人
或
起
家
至
二
千
石
、
權
移
主
上
（『
漢
書
』
卷
五
十
二
竇
田
灌
韓
傳
）」
と
あ
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ

う
な
も
の
が
武
安
君
の
推
挙
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

宣
帝
期
の
王
吉
は
、
昌
邑
王
国
の
群
臣
と
し
て
在
国
時
の
王
の
罪
過
を
挙
奏
し
な
か
っ
た
罪
に
坐
し
て
、

皆
獄
に
下
し
て
誅
さ
る
。
唯
だ
吉
と
郞
中
令
龔
遂
の
み
、
忠
直
に
し
て
数
々
諫
め
る
を
以
て
、
正
に
減
死
せ
る
を
得
、
髡
（
髪
を
剃
り
枷
を
嵌
め
る
）
し
て

城
旦
と
為
る
「
皆
下
獄
誅
。
唯
吉
與
郞
中
令
龔
遂
以
忠
直
數
諫
正
得
減
死
、
髡
爲
城
旦
（『
漢
書
』
卷
七
十
二
王
貢
兩
龔
鮑
傳
）」。

と
あ
り
、
つ
づ
け
て
、
刑
徒
の
身
か
ら
、

「
起
家
」
し
て
復
た
益
州
刺
史
と
為
る
。
病
も
て
官
を
去
り
、
復
た
徵
さ
れ
て
博
士
諫
大
夫
と
爲
る
「
起
家
復
爲
益
州
刺
史
、
病
去
官
、
復
徵
爲
博
士
諫
大

夫
（
同
上
）」。

と
あ
る
。
王
吉
の
最
初
の
任
官
（
諸
侯
の
官
）
を
「
起
家
」
と
呼
ば
な
い
。
昌
邑
王
事
件
（B.C.73

）
に
絡
ん
で
、
王
臣
と
し
て
処
分
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
、

郞
中
令
龔
遂
と
と
も
に
「
忠
直
直
諫
」
を
以
て
特
例
の
減
罪
と
な
り
死
罪
を
免
じ
て
「
髡
爲
城
旦
」
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
の
「
起
家
」
だ
か
ら
、
何
か
特
別
な
登

用
だ
っ
た
と
し
て
も
首
肯
で
き
る
の
で
な
い
か
。
そ
し
て
再
び
病
気
で
免
去
す
る
も
、
三
度
目
の
任
官
（
徴
召
）
で
は
博
士
諫
大
夫
に
就
官
す
る
。
三
度
目
の
就

官
に
は
「
起
家
」
と
言
わ
な
い
。
の
ち
王
吉
は
遂
に
病
を
謝
し
て
琅
邪
郡
に
「
歸
」
る
（
同
傳
）
と
こ
ろ
、
鄧
公
に
似
て
い
る
。

　

王
吉
の
子
王
駿
の
起
家
に
つ
い
て
。
王
駿
は
孝
廉
を
以
て
郎
と
為
る
が
、

趙
国
内
史
に
遷
る
。（
父
）
吉
の
昌
邑
王
に
坐
し
て
被
刑
さ
る
（
昌
邑
王
事
件
）
の
後
は
、
子
孫
に
戒
め
て
王
国
吏
と
為
る
こ
と
毋
か
ら
し
む
。
故
に
駿
、
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五

道
に
病
み
、
官
を
免
と
な
り
帰
る
。
起
家
し
て
復
た
幽
州
刺
史
と
為
り
、
司
隷
校
尉
に
遷
る
、
上
奏
し
て
丞
相
匡
衡
を
免
ぜ
し
め
、
少
府
に
遷
る
「
遷
趙
内

史
。
吉
坐
昌
邑
王
被
刑
後
、
戒
子
孫
毋
爲
王
國
吏
、
故
駿
道
病
、
免
官
歸
。
起
家
復
爲
幽
州
刺
史
、
遷
司
隸
校
尉
、
奏
免
丞
相
匡
衡
、
遷
少
府
（『
漢
書
』

卷
七
十
二
王
貢
兩
龔
鮑
傳
）」。

と
あ
る
。
ま
た
「
王
駿
は
後
に
（
鮑
）
宣
に
代
り
て
御
史
大
夫
と
爲
り
、
並
べ
て
位
に
居
す
。
六
歲
に
し
て
病
卒
し
、
翟
方
進
駿
に
代
り
て
大
夫
と
為
る
（
駿
乃

代
宣
爲
御
史
大
夫
、
並
居
位
。
六
歲
病
卒
、
翟
方
進
代
駿
爲
大
夫
（『
漢
書
』
卷
七
十
二
王
貢
兩
龔
鮑
傳
））」
と
あ
る
。
王
儁
は
昌
邑
王
事
件
と
同
じ
時
代
、
趙

国
内
史
就
任
を
（
道
）
道
中
に
病
気
を
得
て
辞
去
し
、
帰
家
し
た
（
（1
（

。
前
漢
末
の
「
起
家
」
は
人
材
的
に
重
要
視
さ
れ
る
任
官
の
道
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え

る
。

　

次
い
で
、
王
尊
に
は
、
二
度
の
「
起
家
」
が
記
さ
れ
、
初
め
の
「
起
家
」（
元
帝
初
元
中
（B.C.48~44

））
は
、
王
尊
は
廉
平
直
言
で
刺
史
從
事
か
ら
丞
相
御

史
、
虢
令
へ
と
昇
遷
、
安
定
太
守
と
な
る
。
し
か
し
「
坐
殘
賊
免
」、
厳
し
い
取
り
締
ま
り
を
咎
め
ら
れ
失
職
。
そ
れ
か
ら
の
「
起
家
」
で
護
羌
将
軍
転
校
尉
と

な
る
。
師
古
は
「
爲
校
尉
主
轉
運
事
、
而
屬
護
羌
將
軍
」
と
説
明
し
て
い
る
。
前
職
が
太
守
職
で
帰
家
か
ら
、

「
起
家
」
し
て
復
た
護
羌
将
軍
転
校
尉
と
為
り
、
軍
糧
を
委
輸
に
護
送
す
。
而
し
て
羌
人
の
反
（
乱
）
に
、
転
（
輸
）
の
道
を
絶
た
れ
、
兵
数
万
、
尊
を
囲

む
。
尊
、
千
余
騎
を
以
て
羌
賊
に
奔
突
す
。
功
未
だ
上
に
列
せ
ら
れ
ず
、
擅
に
部
署
を
離
る
に
坐
す
。
会
々
赦
さ
れ
、
免
と
な
り
帰
家
す
「
起
家
、
復
爲
護

羌
將
軍
轉
校
尉
（
師
古
曰
爲
校
尉
主
轉
運
事
而
屬
護
羌
將
軍
）、
護
送
軍
糧
委
輸
。
而
羌
人
反
、
絶
轉
道
、
兵
數
萬
圍
尊
。
尊
以
千
餘
騎
奔
突
羌
賊
。
功
未

列
上
、
坐
擅
離
部
署
、
會
赦
、
免
歸
家
（『
漢
書
』
卷
七
十
六
趙
尹
韓
張
兩
王
傳
）」。

と
あ
る
。
臨
機
応
変
の
策
が
勝
手
に
部
署
を
離
れ
た
「
坐
擅
離
部
署
」
と
し
て
罰
せ
ら
れ
、「
赦
」
に
遇
っ
て
免
除
と
な
っ
た
。
こ
の
辞
職
帰
家
に
は
、
い
さ
さ

か
王
尊
の
気
概
を
感
じ
る
が
、
こ
の
あ
と
涿
郡
太
守
徐
明
の
推
薦
で
郿
令
と
為
る
も
、
竟
に
免
じ
て
庶
人
と
為
り
、
軍
司
馬
に
補
せ
ら
る
、
と
い
う
は
か
ば
か
し

く
な
い
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
（
同
上
）。
と
こ
ろ
が
、
京
兆
（
首
都
近
郊
）
の
政
情
不
安
で
、
長
安
近
隣
の
交
通
の
要
衝
湖
県
の
三
老
（
郷
官
の
有
力
者
）
公

乗
（
八
級
爵
）
の
興
等
が
上
書
し
て
王
尊
を
推
し
、
彼
が
京
兆
を
治
め
て
以
来
、
そ
の
功
績
の
日
々
著
る
し
き
と
訟
え
た
。
尊
は
、

京
師
の
廃
乱
、
群
盜
並
び
興
る
以
て
、
賢
を
選
び
徵
用
し
、
起
家
し
て
卿
（
河
南
尹
）
と
為
る
。
賊
乱
、
既
に
除
か
れ
、
豪
猾
も
罪
に
伏
す
も
、
即
ち
佞
巧

を
以
て
廃
黜
す
。（
略
）
願
く
は
公
卿
大
夫
博
士
議
郎
に
下
さ
れ
て
、（
王
）
尊
の
素
行
を
定
め
し
め
、（
略
）、
文
を
飾
り
詆
（
抵
）
る
を
深
め
、
以
て
罪
無

き
を
愬
（
怨
）
む
（
略
）、
と
書
奏
せ
ら
れ
、
天
子
は
復
た
尊
を
以
て
徐
州
刺
史
と
為
し
、
東
郡
太
守
に
遷
る
「
尊
以
京
師
廢
亂
、
羣
盜
並
興
、
選
賢
徵
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用
、
起
家
爲
卿
、
賊
亂
旣
除
、
豪
猾
伏
辜
、
卽
以
佞
巧
廢
黜
。（
略
）
願
下
公
卿
大
夫
博
士
議
郞
、
定
尊
素
行
。（
略
）
卽
不
如
章
、
飾
文
深
詆
以
愬
無
罪

（
略
）。
書
奏
、
天
子
復
以
尊
爲
徐
州
刺
史
、
遷
東
郡
太
守
（『
漢
書
』
卷
七
十
六
趙
尹
韓
張
兩
王
傳
）」。

と
二
度
目
の
「
起
家
」
と
な
る
。
民
衆
の
意
見
を
代
表
す
る
湖
県
三
老
た
ち
の
上
書
が
、
王
尊
の
復
活
を
要
望
し
て
い
る
。
民
衆
は
王
尊
の
経
歴
の
中
で
「
徵
用

起
家
爲
卿
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
数
年
の
間
に
、
卒
に
官
も
吏
も
民
も
之
（
王
尊
）
を
紀
（
規
範
）
と
す
「
數
歲
卒
官
吏
民

紀
之
（
同
上
）」
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
。
王
尊
の
「
起
家
」
は
朝
廷
の
公
式
記
録
と
、
長
安
三
老
の
上
奏
文
と
に
記
さ
れ
、
同
じ
「
起
家
」
を
二
面
か
ら
見
る

事
が
で
き
る
。

　

陳
咸
の
帰
家
に
つ
い
て
、

成
帝
初
め
て
即
位
（B.C.32
）
の
と
き
、
陳
咸
は
冀
州
刺
史
に
遷
り
、
使
を
奉
じ
て
意
に
称
い
、
召
し
戻
さ
れ
て
諌
大
夫
と
為
る
。
復
た
出
て
楚
国
内
史
、

北
海
郡
太
守
、
東
郡
太
守
と
為
る
。
京
兆
尹
王
章
の
推
薦
す
所
と
為
り
、
王
章
の
誅
に
連
坐
し
て
、
咸
は
官
を
免
ぜ
ら
る
も
、「
起
家
」
し
て
復
た
南
陽
太

守
と
為
る
「
成
帝
初
卽
位
（B.C.32
）（
略
）
遷
冀
州
刺
史
、
奉
使
稱
意
、
徵
爲
諫
大
夫
。
復
出
爲
楚
内
史
、
北
海
、
東
郡
太
守
。
坐
爲
京
兆
尹
王
章
所
薦

章
誅
咸
免
官
、
起
家
復
爲
南
陽
太
守
（『
漢
書
』
巻
六
十
六
公
孫
劉
田
王
楊
蔡
陳
鄭
傳
）」。

と
あ
る
。
成
帝
の
時
代
、
京
兆
尹
王
章
の
推
薦
を
受
け
て
い
た
の
で
、
王
章
が
「
誅
」
さ
れ
る
事
件
（
（1
（

に
連
坐
し
て
免
官
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
「
起
家
」
し
て
南

陽
太
守
に
就
官
し
た
。「
起
家
」
し
て
二
千
石
官
任
官
は
、
同
時
代
的
に
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
鮑
宣
字
子
都
の
条
の
記
載
、
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
郎
と
為
る
も
、
病
も
て
官
を
去
る
。
復
た
州
從
事
と
為
る
「
舉
孝
廉
爲
郞
、
病
去
官
、
復
爲
州
從
事

（『
漢
書
』
卷
七
十
二
王
貢
兩
龔
鮑
傳
（
（1
（

」。
そ
し
て
薦
さ
れ
て
議
郎
と
為
る
も
、
後
ち
病
い
以
て
去
る
「
薦
爲
議
郞
、
後
以
病
去
（
同
上
）」
と
い
う
。
そ
し
て
、
大

司
空
何
武
、
宣
を
除
し
て
西
曹
掾
と
為
す
「
除
宣
爲
西
曹
掾
（
同
上
）」
か
ら
、
宣
は
坐
し
て
免
と
な
る
。
帰
家
し
て
数
月
、
復
た
徴
せ
ら
れ
諌
大
夫
と
為
る

「
宣
坐
免
。
歸
家
數
月
、
復
徵
爲
諫
大
夫
（
同
上
）」
と
い
う
経
過
を
辿
る
。
州
従
事
と
議
郞
、
大
司
空
西
曹
掾
か
ら
諌
大
夫
と
い
う
職
歴
で
、
他
の
「
起
家
」
事

例
と
比
較
す
る
と
、
ま
ず
大
司
空
何
武
の
徴
召
で
西
曹
掾
か
ら
諌
大
夫
と
い
う
の
が
納
得
の
一
事
か
も
知
れ
な
い
。「
病
去
官
─
復
爲
」「
坐
免
歸
家
─
復
徵
」
と

あ
る
。
こ
の
間
一
度
も
「
起
家
」
と
称
さ
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
高
官
の
推
薦
と
皇
帝
直
々
の
召
し
と
が
関
ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う
か
。

　

蕭
望
之
の
三
子
、
特
に
蕭
育
の
「
起
家
」
に
つ
い
て
、
蕭
育
は
、

哀
帝
（B.C.06~01

）
時
、
上
、
育
の
耆
旧
の
名
臣
な
る
を
以
て
、
乃
ち
三
公
使
用
車
を
以
て
育
を
載
せ
殿
中
に
入
ら
し
め
受
（
授
）
策
し
て
曰
く
、
南
郡
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七

の
盜
賊
群
輩
し
て
害
を
為
す
、
朕
甚
々
之
を
憂
う
。
以
て
太
守
の
威
信
素
よ
り
著
わ
せ
、
故
に
南
郡
太
守
の
官
を
委
ぬ
。
其
れ
民
の
害
を
除
く
を
為
し
、
元

元
を
安
ず
る
の
み
、
小
文
に
拘
る
こ
と
亡
か
れ
と
。
黃
金
二
十
斤
を
加
賜
さ
る
。
育
南
郡
に
至
れ
ば
、
盜
賊
静
ま
る
。
病
み
て
官
を
去
る
も
、「
起
家
」
し

て
光
禄
大
夫
執
金
吾
と
為
り
、
寿
を
以
て
官
に
終
る
「
哀
帝
時
（
略
）
上
以
育
耆
舊
名
臣
、
乃
以
三
公
使
車
載
育
入
殿
中
受
策
、
曰
、「
南
郡
盜
賊
羣
輩
爲

害
、
朕
甚
憂
之
。
以
太
守
威
信
素
著
、
故
委
南
郡
太
守
之
官
、
其
於
爲
民
除
害
、
安
元
元
而
已
、
亡
拘
於
小
文
」。
加
賜
黃
金
二
十
斤
。
育
至
南
郡
、
盜
賊

靜
。
病
去
官
、
起
家
爲
光
祿
大
夫
執
金
吾
、
以
壽
終
於
官
（『
漢
書
』
卷
七
十
八
蕭
望
之
傳
）」。

と
い
う
。
蕭
育
は
哀
帝
の
親
任
に
よ
っ
て
南
郡
太
守
に
就
任
す
る
。
南
郡
を
安
定
さ
せ
る
と
病
気
を
理
由
に
辞
任
し
た
が
、「
起
家
」
し
て
光
禄
大
夫
執
金
吾
と

な
る
。
執
金
吾
は
も
と
司
隷
校
尉
で
、
首
都
圏
の
治
安
維
持
を
職
務
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
起
家
」
に
は
材
料
が
不
足
し
て
い
る
。
経
過
と
し
て
は
皇
帝

直
々
の
引
き
立
て
、
そ
し
て
病
免
。
そ
こ
か
ら
の
「
起
家
」
な
の
で
あ
る
。
蕭
育
の
弟
た
ち
も
、
蕭
咸
が
、
後
ち
免
官
す
も
復
た
越
騎
校
尉
と
為
り
護
軍
都
尉
中

郎
将
と
し
て
匈
奴
に
使
し
て
大
司
農
に
至
り
終
官
「
後
免
官
復
爲
越
騎
校
尉
護
軍
都
尉
中
郞
將
、
使
匈
奴
至
大
司
農
、
終
官
（
同
上
）」
と
あ
り
、「
免
官
─
復

爲
」
し
て
大
司
農
で
終
官
。
こ
の
終
官
は
育
の
「
終
於
官
」
の
簡
略
体
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
蕭
由
も
、
制
詔
す
ら
く
、
由
を
免
じ
て
庶
人
と
為
す
。
哀
帝
崩
じ
て

復
土
校
尉
た
り
…
病
む
…
故
官
に
還
帰
す
。
病
免
し
て
復
た
中
散
大
夫
（
光
禄
大
夫
諌
議
大
夫
と
並
ぶ
天
子
の
下
大
夫
）
と
為
り
終
官
す
「
制
詔
免
由
爲
庶
人
哀

帝
崩
復
土
校
尉
…
病
…
還
歸
故
官
病
免
復
爲
中
散
大
夫
終
官
（
同
上
）」
で
あ
り
、
由
は
一
端
庶
人
に
ま
で
落
ち
て
い
る
。
し
か
し
、
哀
帝
崩
御
後
に
、
復
活
、

病
免
す
る
が
「
復
爲
」
し
て
中
散
大
夫
と
な
り
終
官
と
い
う
。
こ
の
三
人
、「
起
家
」
と
あ
る
の
は
蕭
育
だ
け
だ
が
、
条
件
は
み
な
一
緒
な
の
で
、
咸
と
由
に
は

言
及
が
な
く
と
も
、
育
の
起
家
が
咸
や
由
に
も
適
用
さ
れ
た
の
か
、
記
載
を
省
略
し
た
の
か
。
蕭
望
之
の
家
は
、
本
宗
が
酇
公
蕭
何
で
、
酇
公
家
は
景
帝
六
年
に

亡
後
と
な
っ
て
い
る
（『
漢
書
』
卷
十
六
高
惠
高
后
文
功
臣
表
）。
蕭
育
の
場
合
は
、
興
国
継
家
と
か
継
世
と
か
言
う
意
味
も
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
朱
博
の
場

合
は
、
朱
博
が

後
将
軍
に
遷
り
、
紅
陽
侯
立
（
成
帝
子
十
侯
の
一
人
荒
侯
立
）
と
相
い
善
し
。
立
、
罪
有
り
て
国
に
就
く
、
有
司
、
立
の
党
友
を
奏
し
、（
朱
）
博
、
坐
し

て
免
と
な
る
。
後
ち
歲
余
に
し
て
、
哀
帝
卽
位　
（B.C.06

）、
博
の
名
臣
た
る
を
以
て
、
召
見
し
、「
起
家
」
し
て
復
た
光
禄
大
夫
と
為
り
、
遷
り
て
京
兆

尹
と
為
り
、
数
月
に
し
て
超
し
て
大
司
空
（
御
史
大
夫
、
綏
和
元
（B.C.08

）
年
改
称
）
と
為
る
「
久
之
、
遷
後
將
軍
、
與
紅
陽
侯
立
相
善
。
立
有
罪
就

國
、
有
司
奏
立
黨
友
、
博
坐
免
。
後
歲
餘
、
哀
帝
卽
位
、
以
博
名
臣
、
召
見
、
起
家
復
爲
光
祿
大
夫
、
遷
爲
京
兆
尹
、
數
月
超
爲
大
司
空
（『
漢
書
』
卷
八

十
三
薛
宣
朱
博
傳
）」。
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と
あ
る
。
朱
博
は
、
紅
陽
侯
立
の
党
友
と
し
て
断
罪
さ
れ
免
官
と
な
る
。
哀
帝
即
位
後
に
「
名
臣
」
と
し
て
「
召
見
」
召
し
出
さ
れ
て
謁
見
を
賜
り
、「
起
家
」

す
る
こ
と
に
な
る
。「
起
家
復
爲
」
し
て
光
禄
大
夫
で
あ
り
、
も
と
御
史
大
夫
と
呼
ば
れ
て
い
た
大
司
空
に
遷
る
。
こ
の
「
起
家
」
は
帝
の
「
召
見
」
と
い
う
条

件
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
朱
博
の
終
焉
は
、
鄭
唐
太
后
の
尊
称
を
め
ぐ
る
政
争
で
左
将
軍
彭
宣
ら
の
劾
奏
（
弾
劾
）
を
受
け
、
謁
者
差
し
回
し
の
伝
車
で
の
廷

尉
詔
獄
（
当
時
の
最
高
法
廷
）
に
召
還
さ
れ
る
こ
と
に
為
っ
た
。
こ
れ
は
高
官
へ
の
配
慮
で
も
あ
る
が
、
楊
郷
侯
朱
博
は
自
殺
し
て
、
侯
国
は
召
し
上
げ
ら
れ
た

「
假
謁
者
節
召
丞
相
詣
廷
尉
詔
獄
自
殺
國
徐
（
同
上
（
（1
（

）」
と
あ
る
。
弾
劾
文
で
は
、
春
秋
の
記
事
「
魯
大
夫
叔
孫
僑
如
欲
顓
公
室
」
と
言
う
故
事
を
引
い
て
、
公
室

を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
魯
の
叔
孫
僑
如
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
。

　

哀
帝
（B.C.07~01
）
時
代
の
丁
氏
傅
氏
董
賢
ら
に
よ
る
「
起
家
」
し
て
二
千
石
に
至
る
者
が
あ
っ
た
「
哀
帝
時
丁
傅
董
賢
用
事
、
諸
附
離
之
者
或
起
家
至
二

千
石
（『
漢
書
』
卷
八
十
七
下
揚
雄
傳
）」
と
い
う
。
こ
の
「
諸
附
離
之
者
或
起
家
至
二
千
石
」
と
い
う
言
い
方
は
既
に
灌
嬰
の
例
で
見
た
こ
と
と
同
じ
で
あ
ろ

う
。
時
代
が
漢
家
に
と
っ
て
逼
迫
し
て
き
て
い
る
。
そ
ん
な
時
代
の
特
定
で
き
な
い
「
起
家
」
で
あ
る
。

　

劉
歆
の
起
家
に
つ
い
て
、

宗
室
を
以
て
三
河
郡
を
典
じ
て
宜
か
ら
ず
、
五
原
に
徙
り
守
た
り
て
、
後
ち
復
た
転
じ
て
涿
郡
に
在
り
、
三
郡
の
守
を
歴
任
す
。
数
年
に
し
て
、
病
を
以
て

免
官
と
な
る
も
、「
起
家
」
し
て
復
た
安
定
属
国
都
尉
と
為
る
「
以
宗
室
不
宜
典
三
河
、
徙
守
五
原
、
後
復
轉
在
涿
郡
、
歷
三
郡
守
。
數
年
、
以
病
免
官
、

起
家
復
爲
安
定
屬
國
都
尉
（『
漢
書
』
卷
三
十
六
楚
元
王
傳
」。

と
あ
る
。
劉
歆
は
も
と
も
と
宗
室
で
、
二
千
石
郡
太
守
を
歴
任
し
て
「
以
病
免
官
」。
哀
帝
末
期
（B.C.01

）、
再
度
「
起
家
」
し
て
安
定
属
国
都
尉
に
任
官
と

な
っ
た
。
翟
義
の
「
起
家
」
に
つ
い
て
、
翟
義
は
成
帝
永
始
二
（B.C.15

）
年
に
丞
相
に
為
っ
た
翟
方
進
の
子
だ
が
、

後
、
翟
義
は
法
に
坐
し
て
免
と
な
る
も
、「
起
家
」
し
て
弘
農
太
守
と
為
り
、
河
内
太
守
（
（1
（

に
遷
り
、
青
州
牧
と
な
る
。
居
る
所
名
を
著
し
、
父
の
風
有
る
こ

と
烈
。
徙
り
て
東
郡
太
守
と
為
る
「
後
義
坐
法
免
、
起
家
而
爲
弘
農
太
守
、
遷
河
内
太
守
、
靑
州
牧
。
所
居
著
名
、
有
父
風
烈
。
徙
爲
東
郡
太
守
（『
漢

書
』
卷
八
十
四
翟
方
進
傳
）」。

と
あ
る
「
坐
法
免
」
か
ら
の
「
起
家
」
で
、治
政
の
評
判
が
高
い
。
こ
の
あ
と
王
莽
の
簒
奪
に
謀
叛
す
る
（
居
攝
二
（A

.D
.07

）
年
）。
そ
の
鎮
定
後
の
処
分
が
、

莽
、
尽
く
義
の
第
宅
を
壊
ち
て
之
を
汙
池
（
水
漬
け
）
と
す
。
父
方
進
及
び
先
祖
の
冢
の
汝
南
に
在
る
も
の
を
発
き
、
そ
の
棺
柩
を
焼
き
、
三
族
を
夷
滅
し

て
、
誅
す
こ
と
種
嗣
に
及
び
、
皆
坑
を
同
く
し
て
、
棘
（
葛
）
五
毒
（
地
霊
を
汚
す
）
を
以
て
之
を
あ
わ
せ
葬
む
る
に
至
る
「
莽
盡
壞
義
第
宅
、
汙
池
之
。
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發
父
方
進
及
先
祖
冢
在
汝
南
者
、
燒
其
棺
柩
、
夷
滅
三
族
、
誅
及
種
嗣
、
至
皆
同
坑
、
以
棘
五
毒
幷
葬
之
（
同
上
）」。

と
あ
っ
て
、
宗
族
の
範
疇
で
出
来
う
る
限
り
、
適
方
進
に
掛
か
る
縁
者
家
室
人
家
宅
地
霊
丘
冢
祖
霊
に
ま
で
処
罰
を
及
ぼ
す
。
こ
う
し
て
、「
家
」
と
、
莫
然
に

捉
え
て
い
た
も
の
は
、
実
は
国
の
「
四
維
（『
管
子
』
牧
民
）」
の
諸
特
性
に
抵
触
す
る
ほ
ど
に
幅
広
く
奥
深
い
概
念
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
皇
二
（A

.D
.22

）
年
の
記
事
、

上
谷
の
儲
夏
（
人
名
）、
自
か
ら
請
願
し
て
瓜
田
儀
の
投
降
を
説
か
ん
と
。
莽
は
以
て
中
郎
と
為
し
、
儀
を
出
さ
し
む
。
儀
の
文
に
降
る
と
あ
る
も
、
未
だ

出
で
ず
而
て
死
す
。
莽
、
其
の
尸
を
求
め
て
之
を
葬
り
、「
起
家
」
せ
し
め
て
祠
室
を
為
る
、
諡
し
て
瓜
寧
殤
男
と
曰
い
、
以
て
其
の
余
を
招
来
せ
ん
こ
と

を
幾
う
、
然
れ
ど
も
肯
降
す
者
無
し
「
上
谷
儲
夏
自
請
願
說
瓜
田
儀
、
莽
以
爲
中
郞
、
使
出
儀
。
儀
文
降
、
未
出
而
死
。
莽
求
其
尸
葬
之
、
爲
起
家
、
祠

室
、
諡
曰
瓜
寧
殤
男
、
幾
以
招
來
其
餘
、
然
無
肯
降
者
（『
漢
書
巻
九
十
九
下
王
莽
傳
）」。

と
あ
る
。
こ
の
瓜
田
儀
は
、
臨
淮
の
盗
賊
で
、
会
稽
長
州
を
依
阻
（
根
城
と
）
し
て
い
る
「（
天
鳳
四
（A

.D
.17

）
年
）
臨
淮
瓜
田
儀
等
爲
盜
賊
、
依
阻
會
稽
長

州
（
同
上
）」
と
あ
る
も
の
。
瓜
田
儀
は
、
後
の
赤
眉
の
発
端
と
な
る
呂
母
の
衆
と
同
じ
よ
う
な
扱
い
で
あ
る
。
儲
夏
が
投
降
自
出
を
す
す
め
る
。
王
莽
は
、
蔓

延
す
る
盗
賊
を
、
強
権
発
動
せ
ず
に
、
自
主
的
に
投
降
す
る
こ
と
を
願
っ
た
。
こ
の
瓜
田
儀
を
利
用
し
て
、
他
の
盗
賊
の
投
降
を
促
そ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
死
体

を
探
し
て
葬
礼
を
施
し
、「
起
家
」
し
て
祠
室
を
造
営
、「
瓜
寧
殤
男
」
の
名
号
位
を
賜
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
起
家
」
を
ど
う
捉
え
た
ら
良
い
の
か
。
同
時
代
的

な
儀
礼
的
で
祭
祀
的
な
観
念
で
帰
家
の
思
い
を
刺
激
し
、
人
事
の
及
ば
な
い
人
心
収
攬
を
他
力
本
願
で
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
応
ず
る
も
の
は
無

か
っ
た
。

　

以
上
、『
漢
書
』
に
見
え
る
「
起
家
」
は
、
免
官
帰
家
し
て
居
家
か
ら
の
「
起
家
」、
居
家
し
て
い
る
庶
人
か
ら
抜
擢
す
る
「
起
家
」
な
ど
が
あ
り
、「
家
」
そ

の
も
の
の
大
き
く
て
重
く
、
現
代
の
論
理
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
。「
起
家
」
が
あ
る
べ
き
家
の
形
成
や
積
み
重
ね
た
家
祠
家
業
を
背
負
っ
て
地
域
に
根
差
し
、

高
官
の
推
薦
推
挙
に
応
じ
て
皇
帝
の
親
任
す
る
よ
う
な
仕
組
み
に
思
え
る
。「
起
家
」
の
後
の
光
禄
大
夫
は
、
あ
る
意
味
、
劉
家
公
家
と
の
関
わ
り
を
窺
わ
せ

る
。
あ
る
者
は
、
前
任
辞
職
の
際
に
贖
罪
し
て
官
爵
を
失
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
だ
か
ら
「
起
家
」
は
、
失
っ
た
「
家
」
の
家
祠
家
業
の
復
興
で
も
あ
り
︑
継

世
興
家
に
も
繋
が
る
。「
起
家
」
し
て
高
官
を
歴
任
す
る
翟
義
と
そ
の
家
室
に
対
す
る
処
分
や
、
盗
族
瓜
田
儀
に
対
す
る
投
降
の
対
価
と
し
て
の
「
起
家
」
と
、

そ
れ
に
即
し
た
「
爲
祠
室
」
や
諡
号
賜
与
な
ど
、「
起
家
」
に
関
わ
る
考
慮
す
べ
き
属
性
を
た
く
さ
ん
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
物
に
対
す
る
賞
刑
が
、
家

室
に
及
び
、
田
宅
家
祠
の
付
属
に
ま
で
波
及
す
る
の
で
あ
る
。
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続
け
て
「
起
家
」
に
つ
い
て
、『
三
國
志
』
の
記
載
も
検
討
し
よ
う
。
陳
寿
の
時
代
は
、
黄
巾
の
乱
か
ら
三
国
分
立
の
深
刻
な
国
内
問
題
を
抱
え
、
社
会
も
激

変
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
州
県
の
在
家
か
ら
抜
擢
登
用
で
、
辟
召
徴
召
に
も
応
じ
ず
、
公
車
招
請
に
よ
る
起
家
や
、
病
免
免
老
か
ら
の
起
家
、
世
評
に
応
じ
た
起

家
を
見
る
事
に
な
る
。
河
内
太
守
王
匡
の
「
起
家
」
の
場
合
は
、『
英
雄
記
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、

王
匡
徐
州
に
彊
弩
兵
五
百
を
徴
発
し
西
の
か
た
京
師
に
詣
（
至
）
る
。
會
々
（
何
）
進
敗
れ
、
匡
も
州
里
に
還
る
（
泰
山
、189

頃
）
が
、「
起
家
」
し
て
、

河
内
太
守
に
拝
さ
る
「
英
雄
記
曰
、
匡
字
公
節
、
泰
山
人
。（
略
）
匡
於
徐
州
發
彊
弩
五
百
西
詣
京
師
。
會
進
敗
、
匡
還
州
里
。
起
家
、
拜
河
内
太
守
（『
三

國
志
』
魏
書
一
武
帝
紀
）」。

と
あ
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
「
歸
家
」
が
「
還
州
里
」
へ
と
変
わ
っ
て
の
「
起
家
」
で
あ
る
。

　

首
都
圏
の
扶
風
か
ら
西
域
に
出
て
活
躍
し
た
蘇
則
の
「
起
家
」
の
場
合
。

蘇
則
は
、
少
く
し
て
学
行
を
以
て
聞
こ
え
、
孝
廉
茂
才
に
推
挙
さ
れ
、
公
府
に
辟
召
さ
る
も
、
皆
就
か
ず
。「
起
家
」
し
て
酒
泉
太
守
と
為
る
「
蘇
則
字
文

師
、
扶
風
武
功
人
也
。
少
以
學
行
聞
、
舉
孝
廉
茂
才
、
辟
公
府
、
皆
不
就
。（
突
然
で
す
が
）
起
家
爲
酒
泉
太
守
（『
三
國
志
』
魏
書
十
六
任
蘇
杜
鄭
倉
傳
）」。

と
あ
る
。
郷
里
の
名
声
が
高
く
官
府
か
ら
の
召
し
出
し
が
あ
っ
た
が
、
み
な
断
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
突
然
「
起
家
」
し
て
酒
泉
太
守
と
な
る
。
そ
れ
は
、
曹
操

の
張
魯
掃
討
の
頃
（
建
安
二
十
（215

）
年
）
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
「
起
家
」
に
は
、
採
用
側
曹
操
の
意
向
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

韓
曁
は
場
合
は
、
本
文
で
は
無
く
「
評
曰
」
に
、「
起
家
」
以
来
高
官
を
歴
任
し
て
二
十
年
、
元
老
終
位
（
景
初
二
（238

）
年
）「
評
曰
（
略
）
及
（
韓
）
曁

年
過
八
十
、
起
家
就
列
、
柔
保
官
二
十
年
、
元
老
終
位
（『
三
國
志
』
魏
書
二
十
四
韓
崔
高
孫
王
傳
）」
と
あ
る
が
、「
起
家
」
の
理
由
や
経
過
が
不
明
確
で
あ
る
。

　

正
始
（240~48

）
年
間
、
曹
爽
秉
政
時
に
黄
門
侍
郎
を
辞
職
し
て
「
起
家
」
し
た
傅
嘏
の
場
合
、

何
晏
等
は
遂
に
傅
嘏
と
平
か
な
ら
ず
、
微
事
に
因
て
以
て
嘏
の
官
を
免
ぜ
し
む
。「
起
家
」
し
て
滎
陽
太
守
に
拝
せ
し
む
も
、
行
か
ず
「
晏
等
遂
與
（
傅
）

嘏
不
平
、
因
微
事
以
免
嘏
官
。
起
家
拜
滎
陽
太
守
、
不
行
（『
三
國
志
』
魏
書
二
十
一
王
衞
二
劉
傅
傳
）」。

と
あ
り
、
こ
れ
は
「
起
家
」
を
口
実
に
し
た
、
何
晏
ら
の
策
謀
ら
し
く
、
地
方
に
追
い
出
そ
う
と
し
た
も
の
。
滎
陽
太
守
を
拝
命
し
た
が
、
出
向
し
な
か
っ
た
、

と
言
う
。「
起
家
」
後
の
地
位
が
不
満
で
は
無
く
、
政
敵
の
意
図
を
察
知
し
て
の
「
不
行
」、
任
官
拒
否
だ
ろ
う
。『
後
漢
書
』
に
は
「
未
拜
」
と
も
見
え
る
。

　

曹
爽
専
柄
（
正
始
年
間
）
の
風
化
陵
遅
が
叫
ば
れ
て
い
た
頃
、

（
王
）
基
は
「
時
要
論
」
を
著
し
て
以
て
世
事
を
切
る
。
疾
を
以
て
徵
還
さ
る
も
、「
起
家
」
し
て
河
南
尹
と
為
る
、
未
だ
拝
せ
ず
「
時
曹
爽
專
柄
、
風
化
陵
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遲
、（
王
）
基
著
時
要
論
以
切
世
事
。
以
疾
徵
還
、
起
家
爲
河
南
尹
、
未
拜
（『
三
國
志
』
魏
書
二
十
七
徐
胡
二
王
傳
）」。

と
あ
る
。「
以
疾
徵
還
」
と
言
う
こ
と
で
辞
職
す
る
こ
と
に
為
っ
た
よ
う
で
、「
起
家
」
し
て
河
南
尹
の
要
職
に
指
名
さ
れ
る
が
「
未
拜
」
と
い
う
。
前
漢
傅
嘏
の

「
不
行
」
と
同
じ
よ
う
な
政
権
政
策
に
対
す
る
不
信
が
こ
の
よ
う
な
拒
絶
に
な
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。

　

杜
恕
の
「
起
家
」
に
つ
い
て
年
代
不
詳
な
が
ら
、
杜
恕
は
、

出
て
弘
農
太
守
と
為
り
、
数
歳
し
て
趙
相
に
転
ず
。
疾
を
以
て
官
を
去
る
も
、「
起
家
」
し
て
河
東
太
守
と
為
る
「（
杜
恕
）
出
爲
弘
農
太
守
、
數
歳
轉
趙

相
、
以
疾
去
官
。
起
家
爲
河
東
太
守
（『
三
國
志
』
魏
書
十
六
任
蘇
杜
鄭
倉
傳
）」。

と
あ
る
。
病
気
を
理
由
に
「
去
官
」
し
て
「
起
家
」
と
い
う
、
想
定
さ
れ
る
動
き
で
あ
る
。

　

盧
毓
の
子
珽
の
場
合
、『
晉
諸
公
贊
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
注
引
に
、
張
華
は
、「
起
家
」
し
て
太
子
舍
人
た
る
も
、
疽
を
病
み
手
を
截
り
遂
に
廃
た

り
。
朝
廷
こ
れ
を
器
重
と
し
、
就
家
し
て
以
て
國
子
博
士
と
為
し
、
祭
酒
に
遷
る
「
晉
諸
公
贊
曰
、
張
華
博
識
多
聞
、
無
物
不
知
。
浮
高
朗
經
博
、
有
美
於
華
、

起
家
太
子
舍
人
、
病
疽
、
截
手
、
遂
廢
。
朝
廷
器
重
之
、
就
家
以
爲
國
子
博
士
、
遷
祭
酒
（『
三
國
志
』
魏
書
二
十
二
桓
二
陳
徐
衞
盧
傳
）」
と
あ
り
、
学
識
抜
群

の
評
価
を
受
け
て
「
起
家
」
し
、
太
子
舎
人
と
な
っ
た
。
あ
る
意
味
理
由
が
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
病
気
で
手
を
切
除
し
て
「
廃
」
者
と
な
る
が
、
才
能
を
惜

し
ま
れ
「
就
家
」
の
ま
ま
で
国
士
博
士
就
任
と
い
う
。

　

蜀
志
に
は
「
起
家
」
の
記
載
は
無
し
。
吳
志
で
は
た
だ
一
件
、
張
邵
の
「
起
家
」
が
あ
る
。
張
邵
は
孫
策
の
娘
、
孫
権
（222

頃
）
に
し
て
み
れ
ば
姪
が
張
邵

の
妻
で
あ
り
、
二
十
七
歳
で
「
起
家
」
し
豫
章
太
守
「
權
妻
以
策
女
。
年
二
十
七
、
起
家
爲
豫
章
太
守
（『
三
國
志
』
吳
書
七
張
顧
諸
葛
步
傳
）」
に
就
任
し
た
と

あ
る
。
孫
権
の
姪
の
夫
と
し
て
「
起
家
」
と
言
う
意
味
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

劉
曄
の
『
後
漢
書
』
は
、
成
書
の
時
期
が
遅
く
︑
内
容
も
か
な
り
形
式
化
し
て
い
る
。「
起
家
」
は
全
部
で
三
件
、
梁
統
伝
中
所
引
の
『
三
輔
決
錄
』
の
士
孫

奮
の
記
事
と
、
党
錮
事
件
以
後
の
張
倹
、
朱
儁
の
記
事
二
件
で
あ
る
。

　
『
後
漢
書
』
梁
統
伝
注
の
「
扶
風
人
士
孫
奮
」
に
つ
い
て
、

士
孫
奮
は
少
く
し
て
郡
五
官
掾
と
為
り
「
起
家
」
し
、
銭
貲
を
得
て
一
億
七
千
万
に
至
る
「
摯
虞
三
輔
決
錄
注
曰
、
士
孫
奮
字
景
卿
、
少
爲
郡
五
官
掾
起

家
、
得
錢
貲
至
一
億
七
千
萬
、
富
聽
京
師
也
（『
後
漢
書
』
卷
三
十
四
梁
統
列
傳
）」。

と
あ
り
、「
起
家
」
後
の
官
に
就
い
て
は
触
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
「
起
家
」
が
、
京
師
で
評
判
の
大
身
者
と
な
っ
た
こ
と
で
結
び
、
家
を
起
こ
す
、
出
世
す
る
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の
意
味
に
近
い
。

　

党
錮
事
件
の
中
心
人
物
の
一
人
張
倹
は
、

中
平
元
（184

）
年
、
解
事
に
当
た
り
、
乃
ち
郷
里
に
還
る
。
大
将
軍
三
公
並
べ
て
辟
す
。
又
敦
朴
に
挙
げ
ら
れ
、
公
車
も
て
特
徴
せ
ら
れ
、「
起
家
」
し
て

少
府
を
拝
す
も
、
皆
就
か
ず
「
中
平
元
年
、
當
事
解
、
乃
還
鄕
里
。
大
將
軍
、
三
公
並
辟
、
又
舉
敦
朴
、
公
車
特
徵
、
起
家
拜
少
府
、
皆
不
就
（『
後
漢

書
』
卷
六
十
七
當
錮
列
傳
）」。

と
あ
る
。「
當
事
解
」
と
は
党
錮
に
起
因
す
る
郷
里
の
諍
い
に
応
ず
る
こ
と
な
の
か
、
辞
職
も
言
わ
ず
、
た
だ
「
還
鄕
里
」
と
言
う
。
家
と
郷
里
と
の
境
目
が
怪

し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
公
車
特
徴
は
官
庁
差
し
回
し
の
伝
車
で
特
別
待
遇
で
召
し
出
す
こ
と
（
（1
（

。「
起
家
」
後
の
官
も
少
府
と
決
ま
っ
た
が
、
彼
は

「
不
就
」
と
決
め
た
。
後
漢
以
降
、「
爲
（
某
官
）
不
拜
」、「
拜
（
某
官
）
不
就
」、「
爲
（
某
官
）
不
行
」
と
い
う
任
官
拒
否
が
目
に
付
く
。

　

ま
た
、
黄
巾
討
伐
で
名
を
上
げ
た
朱
儁
は
、
明
く
る
年
（
霊
帝
中
平
二185

年
）
の
春
、
転
戦
先
に
、

使
者
を
遣
し
持
節
し
て
儁
を
右
車
騎
将
軍
に
拝
さ
る
、
振
旅
し
て
京
師
に
還
り
、
以
て
光
禄
大
夫
と
為
り
、
邑
五
千
を
増
し
、
更
め
て
銭
塘
侯
に
封
ぜ
ら

れ
、
位
特
進
を
加
え
ら
れ
る
。
母
の
喪
を
以
て
官
を
去
る
も
、「
起
家
」
し
て
、
復
た
将
作
大
匠
と
為
る
「
遣
使
者
持
節
拜
儁
右
車
騎
將
軍
、
振
旅
還
京

師
、
以
爲
光
祿
大
夫
、
增
邑
五
千
、
更
封
錢
塘
侯
、
加
位
特
進
。
以
母
喪
去
官
、
起
家
、
復
爲
將
作
大
匠
（『
後
漢
書
』
卷
七
十
一
皇
甫
嵩
朱
儁
列
傳
）」

と
あ
る
。
典
型
的
な
「
起
家
」
の
流
れ
、
母
の
喪
に
よ
る
「
去
官
」
か
ら
「
起
家
」
し
て
「
復
爲
（
九
卿
）」
と
言
う
、
典
型
的
な
「
起
家
」
と
確
認
で
き
る
。

　

以
上
「
起
家
」
の
用
例
を
見
て
み
た
が
、「
起
家
」
の
用
例
は
多
く
は
な
い
。「
起
家
」
は
、
事
前
に
「
免
官
」「
歸
家
」
が
あ
っ
て
、
居
家
の
庶
人
あ
る
い
は

庶
士
や
、
も
と
高
官
か
ら
刑
徒
に
落
ち
た
も
の
で
も
、
そ
れ
が
郷
里
で
賢
者
の
評
価
の
高
ま
っ
た
り
、
旧
臣
名
族
と
い
う
嘱
望
度
が
高
か
っ
た
り
、
ま
た
、
公
卿

た
ち
の
抜
群
の
評
価
と
推
挙
の
上
奏
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
召
し
出
し
て
謁
見
、
諮
問
さ
れ
て
皇
帝
が
親
任
し
す
る
。
こ
れ
が
確
認
で
き
る
「
起
家
」
の
流
れ
の
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
漢
以
降
に
な
る
と
、
任
官
拒
否
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
考
察
す
べ
き
「
起
家
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
前
漢
末
期
に
は
が
ほ
ぼ
噴
出
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
王
吉
王
儁
が
二
代
に
渡
っ
て
「
起
家
」
し
た
り
、
蕭
育
は
其
の
声
望
と
政
治
力
が
期
待
さ
れ
て
、
哀
帝
直
々
の
招
聘
を
受
け
て
い
る
。
当
時
の

「
家
」
と
の
関
係
で
は
、「
起
家
」
に
伴
う
処
置
施
策
が
興
味
深
い
。
翟
義
は
、
王
莽
の
簒
奪
劇
に
謀
叛
を
起
こ
し
処
罰
さ
れ
る
が
、
族
滅
と
い
う
人
的
な
処
罰
か

ら
、
宅
地
祠
祀
や
地
祇
精
霊
ま
で
を
も
罰
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
逆
に
、
盗
賊
瓜
田
儀
の
投
降
を
嘉
し
て
、
尸
に
「
起
家
」
し
祠
祀
を
起
こ
し
諡
号
を
与
え
る

と
い
う
。
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国
と
家
と
の
関
係
で
言
え
ば
、『
漢
書
』
の
「
起
家
」
は
、
呉
楚
七
国
の
乱
、
淮
南
衡
山
王
事
件
に
よ
っ
て
、
宗
室
諸
侯
王
の
刑
死
や
領
地
召
し
上
げ
や
、
分

封
に
よ
る
弱
体
化
や
、
功
臣
家
の
亡
家
破
家
と
か
が
進
展
し
て
い
て
、
そ
の
反
動
と
し
て
新
た
な
興
国
起
家
の
風
が
起
こ
っ
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後

も
宣
帝
昌
邑
王
事
件
（B.C.73

）
が
ら
み
で
王
吉
王
儁
父
子
の
「
起
家
」
が
あ
っ
た
り
、
成
帝
初
の
建
始
（B.C.32~29

）
年
間
の
頃
に
は
陳
咸
︑
王
尊
の
「
起

家
」、
哀
帝
時
代
（B.C.06~01

）
の
蕭
育
、
朱
博
の
「
起
家
」、
哀
帝
の
時
代
（B.C.06~01

）
丁
傅
董
三
氏
の
権
勢
と
劉
歆
、
哀
帝
平
帝
の
皇
室
外
家
の
目
ま
ぐ

る
し
い
興
亡
が
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
王
莽
の
簒
奪
劇
、
翟
義
の
処
罰
、
そ
し
て
瓜
田
儀
（A

.D
.22

）
の
「
起
家
」
で
あ
る
。
能
く
分
か
ら
な
か
っ
た
、
灌
嬰
の

「
薦
人
或
起
家
至
二
千
石
」
や
丁
傅
董
賢
の
時
代
の
「
諸
附
離
之
者
或
起
家
至
二
千
石
」
も
、
漢
家
の
危
急
存
亡
の
危
険
信
号
の
反
射
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
思
え
る
。

三
　
滅
家
絕
祀
か
ら
見
る
家

　

帰
家
葬
喪
と
い
う
人
生
終
焉
の
場
と
し
て
の
家
の
整
理
の
経
験
か
ら
、
亡
国
絕
祀
と
い
う
諸
侯
家
の
最
後
を
伝
え
る
史
料
を
整
理
し
て
、
検
討
を
進
め
て
行
こ

う
。
人
生
最
後
の
時
の
家
で
迎
え
る
よ
う
に
、
国
も
最
後
を
迎
え
る
。「
歸
家
終
」
や
「
終
於
家
」
の
家
は
、
祭
の
場
で
あ
り
、
形
式
化
し
た
と
は
い
え
孝
心
の

顕
彰
の
場
で
も
あ
る
（
（2
（

。
司
馬
遷
は
「
家
」
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
か
。
こ
こ
で
は
、
国
の
最
後
、『
史
記
』
の
「
爲
家
人
絕
祀
」
の
用
例
か
ら
検
討
し
て
行
く
。

（
晋
）
静
公
二
年
、
魏
武
侯
、
韓
哀
侯
、
趙
敬
侯
、
晋
を
滅
し
、
後
に
而
し
て
其
の
地
を
三
分
す
。
静
公
遷
、
家
人
と
為
り
、
晋
は
絕
へ
て
祀
ら
れ
ず
「
靜

公
二
年
、
魏
武
侯
韓
哀
侯
趙
敬
侯
滅
晉
後
而
三
分
其
地
。
靜
公
遷
爲
家
人
、
晉
絕
不
祀
（『
史
記
』
卷
三
十
九
晉
世
家
）」。

と
あ
る
。
晋
は
静
公
二
（B.C.376

）
年
に
魏
韓
趙
三
国
に
よ
っ
て
三
分
さ
れ
て
破
国
し
消
滅
し
た
。
こ
の
破
国
が
「
晉
絕
不
祀
」
で
あ
り
、
静
公
は
「
爲
家
人
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
晉
絕
」
は
晋
の
世
継
が
絶
た
れ
た
こ
と
、「
不
祀
」
と
は
晋
の
祖
廟
を
維
持
運
営
す
る
者
、
ま
つ
る
者
が
絶
え
た
こ
と
。

　

次
い
で
、
周
の
場
合
。

周
君
王
赧
卒
す
（B.C.256

）、
周
の
民
遂
に
東
の
か
た
亡
す
。
秦
九
鼎
宝
器
を
取
り
、
而
て
西
周
公
を
繮
狐
に
遷
す
（B.C.255

）。
後
七
歲
、
秦
莊
襄
王
東

周
を
滅
（B.C.249

）
す
（
（2
（

。
東
西
周
皆
秦
に
入
る
、
周
既
に
祀
ら
れ
ず
「
周
君
王
赧
卒
、
周
民
遂
東
亡
。
秦
取
九
鼎
寶
器
、
而
遷
西
周
公
於
繮
狐
。
後
七
歲
、

秦
莊
襄
王
滅
東
周
。
東
西
周
皆
入
于
秦
、
周
旣
不
祀
（『
史
記
』
卷
四
周
本
紀
）」。
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と
あ
る
。「
赧
王
卒
」
に
つ
い
て
、
正
義
は
、「『
帝
王
世
紀
』
に
云
へ
え
ら
く
、
名
は
誕
と
。
天
子
の
位
号
に
居
る
と
雖
ど
も
、
諸
侯
の
役
逼
す
所
と
為
り
、
家

人
と
異
な
る
無
し
。
名
は
民
に
責
を
負
う
も
、
以
て
帰
を
得
る
こ
と
無
し
と
、
乃
ち
台
に
上
り
て
之
を
避
く
、
故
に
周
人
其
の
台
を
名
け
て
逃
責
台
と
曰
う
（
帝

王
世
紀
云
名
誕
。
雖
居
天
子
之
位
號
、
爲
諸
侯
之
所
役
逼
、
與
家
人
無
異
。
名
負
責
於
民
、
無
以
得
歸
、
乃
上
臺
避
之
、
故
周
人
名
其
臺
曰
逃
責
臺
（
同
上
））」

と
あ
る
。
戦
国
の
世
に
あ
っ
て
周
王
が
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
周
旣
不
祀
」
に
つ
い
て
「
索
隠
は
、
旣
と
は
、
尽
す
也
。
日
、
食
し
て
尽
き

る
、
旣
と
曰
う
。
周
祚
尽
く
滅
び
、
祭
祀
を
主
ど
る
も
の
無
し
を
言
う
（
索
隱
、
旣
、
盡
也
。
日
食
盡
曰
旣
。
言
周
祚
盡
滅
、
無
主
祭
祀
（
同
上
）」
と
あ
る
。

亡
国
や
滅
国
と
は
、
王
家
が
滅
亡
す
る
、
王
家
の
受
け
継
い
で
き
た
祭
祀
が
断
絶
し
て
消
滅
す
る
こ
と
。「
家
人
」
に
は
祭
祀
を
掌
る
権
限
が
無
い
。
周
王
室
の

消
滅
に
つ
い
て
は
、「
秦
本
紀
」
昭
襄
王
の
条
に
は
、「
五
十
一
（B.C.256

）
年
、（
略
）
西
周
君
秦
に
背
き
、
諸
侯
と
従
（
合
従
）
を
約
し
、
天
下
の
鋭
兵
を
将

い
て
伊
闕
を
出
で
秦
を
攻
め
、
令
秦
を
し
て
陽
城
を
通
る
こ
と
得
ざ
ら
し
め
ん
と
す
。
是
に
お
い
て
秦
将
軍
摎
を
し
て
西
周
を
攻
め
し
む
。
西
周
君
走
げ
来
た
り

て
自
ら
帰
し
、
頓
首
し
て
罪
を
受
け
、
尽
く
其
の
邑
三
十
六
城
を
、
口
三
万
を
献
ず
。
秦
王
献
を
受
け
、
其
の
君
を
周
に
帰
す
。
五
十
二
年
、
周
民
東
の
か
た
亡

ぐ
、
其
の
器
九
鼎
は
秦
に
入
る
。
周
初
め
て
亡
ぶ
（
五
十
一
年
（
略
）
西
周
君
背
秦
、
與
諸
侯
約
從
、
將
天
下
銳
兵
出
伊
闕
攻
秦
、
令
秦
毋
得
通
陽
城
。
於
是
秦

使
將
軍
摎
攻
西
周
。
西
周
君
走
來
自
歸
、
頓
首
受
罪
、
盡
獻
其
邑
三
十
六
城
、
口
三
萬
。
秦
王
受
獻
、
歸
其
君
於
周
。
五
十
二
年
、
周
民
東
亡
、
其
器
九
鼎
入

秦
。
周
初
亡
（『
史
記
』
卷
五
秦
本
紀
））」
と
あ
り
「
周
初
亡
」
と
記
す
。
初
亡
と
は
荘
襄
王
元
（B.C.249

）
年
の
東
周
滅
亡
の
前
段
階
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。
こ
の
五
十
一
年
の
赧
王
の
施
策
に
よ
っ
て
、
事
実
上
周
王
が
領
土
と
国
民
を
捨
て
て
投
降
、
秦
統
治
下
の
故
地
に
帰
え
さ
れ
、
王
の
み
が
荘
襄
王
元
年
の
卒

ま
で
延
命
、
赧
王
卒
後
の
翌
年
に
周
は
秦
に
併
合
と
な
る
。
だ
か
ら
「
赧
王
崩
」
と
は
記
さ
れ
な
い
。

　
『
史
記
』
で
は
魯
の
場
合
に
記
事
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

楚
魯
を
滅
す
、
頃
公
卞
に
遷
り
、
家
人
と
為
り
、
祀
を
絕
つ
「
楚
滅
魯
、
頃
公
遷
卞
、
爲
家
人
、
絕
祀
（『
史
記
』
卷
十
五　

六
國
年
表
）」。

と
い
う
簡
明
な
も
の
。
ま
た
頃
公
、

二
十
四
（B.C.249

）
年
、
楚
の
考
烈
王
、
魯
を
伐
滅
す
。
頃
公
亡
げ
、
下
邑
に
遷
り
、
家
人
と
為
り
、
魯
祀
を
絕
つ
。
頃
公
柯
に
卒
す
「
二
十
四
年
、
楚

考
烈
王
伐
滅
魯
。
頃
公
亡
、
遷
於
下
邑
、
爲
家
人
、
魯
絕
祀
。
頃
公
卒
于
柯
（『
史
記
』
卷
三
十
三
魯
周
公
世
家
）」。

と
も
あ
る
。
ま
た
、

楚
の
考
烈
王
、
魯
を
滅
し
頃
公
家
人
と
爲
る
、
周
の
滅
後
六
年
の
こ
と
な
り
「
楚
考
烈
王
滅
魯
頃
公
爲
家
人
、
周
滅
後
六
年
也
（『
漢
書
』
卷
二
十
一
下
律



起
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と
「
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絕
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」

一
五

曆
志
）」。

と
も
あ
る
。「
楚
世
家
」
に
も
当
該
の
記
事
が
あ
る
が
、
卞
は
下
邑
の
こ
と
、
滅
国
と
あ
っ
て
も
、
頃
公
は
「
遷
卞
（
索
隱
、
下
邑
謂
國
外
之
小
邑
、
或
有
本
作

卞
邑
）」、
あ
る
い
は
「
遷
於
下
邑
」
と
あ
っ
て
、
逃
亡
し
て
存
命
す
る
が
、「
國
」
と
し
て
は
機
能
し
て
お
ら
ず
、
或
い
は
征
服
者
楚
の
孝
烈
王
に
見
逃
さ
れ
て

「
爲
家
人
」
と
称
し
た
か
。
頃
王
は
柯
（
杜
預
云
、
柯
齊
邑
今
濟
北
東
阿
也
）
で
卒
し
た
。
卒
と
あ
っ
て
も
そ
の
葬
礼
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
三
所
と
も
「
絕
祀
」
と
記
さ
れ
る
。

　
『
史
記
』
は
、
こ
の
よ
う
に
晋
静
公
遷
の
「
爲
家
人
」「
晉
絕
不
祀
」
と
な
っ
た
こ
と
、
周
王
赧
の
「
周
旣
不
祀
」
と
な
っ
た
こ
と
、
頃
公
の
魯
国
滅
亡
と
「
爲

家
人
」「
絕
祀
」
と
な
っ
た
こ
と
を
記
す
。
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
が
「
亡
國
絕
祀
」
の
典
型
を
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
家
」
と
い
う
捉
え
方
は
、
戻

太
子
事
件
の
火
付
け
役
と
さ
れ
る
江
充
に
つ
い
て
、「
而
族
滅
江
充
家
（『
漢
書
』
卷
六
十
三
武
五
子
傳
）」
と
記
さ
れ
、
族
滅
す
る
「
江
充
家
」
と
言
う
の
は
、

江
充
を
標
識
と
す
る
「
家
」
に
属
す
る
人
々
「
家
人
」
を
対
象
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
王
公
が
亡
国
破
家
を
経
て
「
爲
家
人
」
と
な
る
と

い
う
、
こ
の
「
家
人
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　

楚
漢
抗
争
時
魏
王
で
あ
っ
た
魏
豹
は
、
始
皇
帝
統
一
以
前
、
魏
公
子
で
、
其
の
兄
の
魏
咎
も
、

故
は
魏
あ
り
し
時
に
は
封
ぜ
ら
れ
て
寧
陵
君
為
り
し
に
、
秦
、
魏
を
滅
せ
ば
、
咎
を
遷
し
て
家
人
為
ら
し
む
「
魏
豹
者
、
故
魏
諸
公
子
也
。
其
兄
魏
咎
、
故

魏
時
封
爲
寧
陵
君
。
秦
滅
魏
、
遷
咎
爲
家
人
（『
史
記
』
卷
九
十
魏
豹
彭
越
列
傳
）」。

と
あ
り
、
魏
咎
に
つ
い
て
、
封
君
の
地
位
に
あ
っ
た
公
子
が
、
滅
国
に
伴
い
「
爲
家
人
」
と
な
る
。
こ
れ
は
亡
国
破
家
の
一
側
面
で
、
宗
族
を
構
成
す
る
公
子
に

科
せ
ら
れ
る
処
置
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
「
爲
家
人
」
と
い
う
処
置
は
繰
り
返
し
現
れ
る
。

　

欒
布
の
「
爲
家
人
」
は
、「
欒
布
者
、
梁
人
也
。
始
梁
王
彭
越
爲
家
人
時
（『
史
記
』
卷
一
百
季
布
欒
布
列
傳
）」。
同
じ
く
、「
欒
布
梁
人
也
。
彭
越
爲
家
人

時
、
嘗
與
布
游
（『
漢
書
』
卷
三
十
七
季
布
欒
布
田
叔
傳
）。」
と
あ
る
。
陳
勝
吳
広
の
乱
以
前
の
こ
と
と
し
て
、
後
に
梁
王
と
な
る
彭
越
は
「
爲
家
人
」
と
称
し

て
い
た
時
、
欒
布
と
遊
行
し
た
と
言
う
。
彭
越
の
「
爲
家
人
」
に
つ
い
て
、
集
解
で
は
「
居
家
の
人
、
官
職
無
き
を
謂
ふ
也
（『
史
記
』
同
所
）」
ま
た
、
師
古
曰

は
「
家
人
、
猶
ほ
編
戶
の
人
を
言
ふ
也
（『
漢
書
』
同
所
）」
と
あ
る
。「
爲
家
人
」
の
「
家
人
」
は
「
居
家
の
人
」、
ま
た
「
官
職
無
き
人
」
で
あ
り
、「
編
戶
の

人
（
戶
籍
に
登
録
さ
れ
た
人
）」
の
扱
い
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
為
家
人
と
は
、
某
家
の
家
人
と
な
る
こ
と
な
の
か
。
王
家
公
家
の
家
人
と
ど
う
異
な
る
の

か
。
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上
官
安
が
関
わ
っ
た
丁
外
人
の
処
遇
を
め
ぐ
る
事
件
（
（2
（

で
、
大
將
軍
霍
光
を
謀
殺
し
昭
帝
を
廃
位
に
負
い
込
も
う
と
画
策
し
た
上
官
安
の
言
道
の
な
か
に
、

安
曰
く
、
麋
鹿
を
逐
う
の
狗
は
、
当
に
菟
を
顧
み
る
べ
き
に
や
。
且
に
皇
后
の
尊
為
る
を
用
て
す
も
、
一
旦
人
主
の
意
移
る
所
有
ら
ば
、
家
人
と
為
ら
ん
と

欲
す
雖
ど
も
ま
た
得
べ
か
ら
ず
、
此
れ
百
世
の
一
時
な
り
「
因
廢
帝
而
立
桀
。
或
曰
「
當
如
皇
后
何
」。
安
曰
「
逐
麋
之
狗
、
當
顧
菟
邪
。
且
用
皇
后
爲

尊
、
一
旦
人
主
意
有
所
移
、
雖
欲
爲
家
人
亦
不
可
得
、
此
百
世
之
一
時
也
（『
漢
書
』
卷
九
十
七
上
外
戚
傳
）」。

と
あ
る
。
事
態
が
進
展
し
て
走
り
だ
し
て
し
ま
っ
た
以
上
、
余
所
見
は
出
来
な
い
。
今
の
立
場
は
身
内
の
皇
后
の
尊
厳
に
依
る
と
し
て
も
、
お
上
の
気
持
ち
が
変

わ
れ
ば
、
家
人
に
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
も
適
わ
な
い
こ
と
、
今
は
千
載
一
遇
の
好
機
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
爲
家
人
」
に
つ
い
て
、
師
古
は
、

「
家
人
、
凡
そ
庶
匹
夫
を
言
う
」
と
言
う
。「
爲
家
人
」
の
「
家
人
」
は
「
諸
匹
夫
」
で
も
あ
る
。
ま
た
、

王
莽
時
、
皆
漢
の
藩
王
を
廃
し
て
家
人
と
為
す
も
、（
劉
）
嘉
独
り
符
命
を
献
ず
る
を
以
て
扶
美
侯
に
封
じ
、
姓
王
氏
を
賜
う
「
王
莽
時
、
皆
廢
漢
藩
王
爲

家
人
、
嘉
獨
以
獻
符
命
封
扶
美
侯
、
賜
姓
王
氏
（『
漢
書
』
卷
六
十
三
武
五
子
傳
）」。

と
あ
る
。
王
莽
の
国
権
簒
奪
は
、
漢
公
室
を
構
成
の
諸
侯
王
家
に
対
し
て
、
諸
侯
国
（
漢
の
藩
王
）
の
廃
絕
と
そ
れ
に
伴
う
「
爲
家
人
」
化
が
実
行
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
嘗
て
周
魯
晋
の
各
王
家
公
家
が
経
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
西
羌
や
匈
奴
の
侯
王
に
も
類
似
の
施
策
が
適
用
さ
れ
、
辺
境
反
乱
の
一
因
と
な
っ

た
。
こ
の
一
連
の
処
置
に
は
、
宗
族
の
宗
教
儀
礼
的
施
設
や
習
俗
も
問
題
と
な
り
、
あ
る
い
は
宗
廟
の
破
毀
絕
祀
に
も
及
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
王
莽
に

「
符
命
」
信
任
状
を
提
出
し
た
公
室
の
劉
嘉
だ
け
扶
美
侯
に
封
ぜ
ら
れ
王
氏
の
姓
を
下
賜
せ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
家
祀
を
存
続
で
き
た
が
、
劉
家
の
家
祀
か
ら

の
変
更
を
来
す
。
前
述
の
翟
義
瓜
田
儀
の
家
に
対
す
る
処
置
と
合
わ
せ
て
勘
案
す
る
所
と
な
ろ
う
。

　

王
莽
の
施
策
の
被
害
者
の
一
人
、
衛
后
は
、

日
々
夜
々
、
啼
泣
し
て
帝
（
平
帝
）
に
見
え
ん
こ
と
を
思
う
も
、
而
し
て
但
だ
戸
を
邑
に
益
さ
る
の
み
。
宇
（
王
莽
の
長
子
）
も
ま
た
教
え
て
上
書
し
て
京

師
に
至
ら
ん
こ
と
を
求
め
し
む
。
会
々
事
発
覚
し
、
莽
、
宇
を
殺
し
、
尽
く
衛
氏
の
支
属
を
誅
す
。（
帝
舅
）
衛
宝
の
女
中
山
王
后
為
る
も
、
后
を
免
じ
、

合
浦
に
徙
す
。
唯
だ
衛
后
の
み
在
り
、
王
莽
国
を
簒
う
や
、
廃
し
て
家
人
と
為
し
、
後
ち
歲
余
に
し
て
卒
せ
ば
、
孝
王
（
廃
さ
れ
庶
人
と
さ
れ
て
い
る
）
の

旁
に
葬
む
る
「
衞
后
日
夜
啼
泣
思
見
帝
、
而
但
益
戶
邑
。
宇
復
敎
令
上
書
求
至
京
師
。
會
事
發
覺
、
莽
殺
宇
、
盡
誅
衞
氏
支
屬
。
衞
寶
女
爲
中
山
王
后
、
免

后
、
徙
合
浦
。
唯
衞
后
在
、
王
莽
簒
國
、
廢
爲
家
人
、
後
歲
餘
卒
、
葬
孝
王
旁
（『
漢
書
』
卷
九
十
七
下
外
戚
傳
）」。

と
あ
る
。
王
莽
の
後
宮
で
処
分
は
熾
烈
で
、
些
細
な
理
由
で
多
く
の
后
姫
王
后
や
母
族
外
家
が
誅
殺
さ
れ
た
り
、「
爲
家
人
」
の
処
分
を
受
け
て
い
る
。
王
家
公
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家
の
滅
亡
に
は
、
母
族
外
家
も
巻
き
込
ま
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
で
「
爲
家
人
」
の
「
家
人
」
を
「
居
家
の
人
」、
ま
た
「
官
職
無
き
人
」
で
あ

り
、「
編
戶
の
人
（
戶
籍
に
登
録
さ
れ
た
人
）」
と
解
し
、
ま
た
、「
諸
匹
夫
」
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
家
が
持
っ
て
い
る
莫
然
と
し
た
威
厳
あ
る
面
相
は
、
家
の
主
に
よ
る
そ
の
家
が
内
包
す
る
「
家
屬
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
従
来
の
家
人
解
釈
で

は
、
釈
然
と
し
な
い
も
の
を
感
じ
る
。
名
目
の
主
が
廃
と
な
り
「
爲
家
人
」
と
な
る
と
継
嗣
は
ど
う
な
る
の
か
。「
家
人
」
に
は
、
支
え
き
れ
な
い
先
代
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
家
の
重
さ
と
い
う
様
な
も
の
が
あ
る
。『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
で
は
家
人
と
家
辠
（
罪
）
の
語
を
用
い
た
律
文
が
見
え
る
。

「
家
人
之
論
」
と
は
父
時
の
「
家
辠
」
な
り
。
父
死
し
て
之
を
捕
告
す
も
聴
く
勿
れ
「
家
人
之
論
、
父
時
家
辠
殹
。
父
死
而
捕
告
之
、
勿
聽
（476

（
秦
簡
の

整
理
番
号
、
以
下
同
じ
））」。

と
規
定
さ
れ
る
。
父
存
命
中
の
家
内
の
犯
罪
は
、「
家
辠
」
と
呼
ば
れ
、
容
疑
者
を
拘
束
し
て
起
訴
し
て
も
、「
勿
聽
」
告
訴
を
棄
却
す
る
と
い
う
。
律
文
の
「
家

人
」
は
、
前
掲
「
爲
家
人
」
の
「
家
人
」
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
ず
「
家
辠
」
の
範
囲
は
「
可
謂
家
二
辠
二
者
、
父
殺
傷
人
及
奴
妾
。
父
死
而
告
之
。
勿

治
（476

）」
と
あ
る
よ
う
に
、
存
命
中
の
父
の
人
及
び
奴
妾
の
殺
傷
害
、
ま
た
、「
可
謂
家
辠
●
父
子
同
居
、
殺
傷
父
臣
妾
畜
產
、
及
盜
之
（478

）」
と
あ
る
よ

う
に
、
父
子
同
居
が
起
こ
し
た
父
名
義
の
臣
妾
畜
産
の
殺
傷
も
し
く
は
窃
盗
と
案
件
が
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
家
辠
」
は
、
父
を
中
心
と
し
た
父
子
同
居

（
父
の
兄
弟
姉
妹
）
を
核
と
す
る
家
屬
（
臣
妾
）
畜
産
を
網
羅
す
る
。
し
か
し
、「
二
年
律
令
」
本
文
に
は
「
家
人
」
の
用
例
は
な
い
。
家
人
は
、『
唐
律
疏
議
』

な
ど
の
唐
代
法
令
の
用
語
と
し
て
、
出
土
文
献
の
用
語
説
明
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
縁
坐
の
法
規
定
で
は
、「
同
居
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

　

同
居
者
に
つ
い
て
「
同
居
所
當
坐
」「
同
居
」
は
必
ず
「
坐
」
縁
坐
す
る
。「
法
律
答
問
」
で
は
、
盗
罪
や
そ
の
他
の
犯
罪
で
は
、「
同
居
」
は
ま
さ
に
「
坐
」

す
べ
き
所
、
で
は
何
を
「
同
居
」
と
い
う
か
。「
戶
」
の
同
居
を
為
す
も
の
は
「
隸
」
に
坐
す
。「
隸
」
は
戶
に
坐
せ
ず
の
謂
い
「
盜
及
者
它
辠
、
同
居
所
當
坐
。

可
謂
同
居
●
戶
爲
同
居
坐
隷
二
不
坐
戶
謂
殹392

」
で
あ
る
と
す
る
。「
隸
」
一
字
の
解
釈
如
何
だ
が
、「
戶
」
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
「
同
居
」
が
設
定
さ
れ

る
。「
同
居
」
に
つ
い
て
、
室
か
ら
み
て
み
る
。

　

小
畜
生
が
人
室
に
侵
入
し
た
の
で
、
室
人
が
小
畜
生
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
「
小
畜
生
入
人
室
二
人
以
投
梃
、
伐
殺
之
（462

）」
と
言
う
事
実
。
甲
が
某
所
で
一

銭
未
満
だ
が
窃
盗
を
働
き
、
乙
の
室
に
行
っ
た
「
甲
盜
不
盈
一
錢
行
乙
室
（380

）」
と
言
う
事
実
。
自
殺
が
あ
り
、
そ
の
室
人
（
同
居
者
）
が
、
届
け
無
し
で
埋

葬
し
た
「
或
自
殺
。
其
室
人
弗
言
吏
、
卽
葬
貍
之
（447

）」
と
言
う
事
実
。

　

何
を
「
臧
人
」
と
言
う
の
か
。「
臧
人
」
と
は
犯
人
甲
が
そ
の
衣
銭
を
と
っ
て
、
乙
の
室
に
匿
藏
す
「
可
謂
臧
二
人
二
者
。
甲
把
其
衣
錢
、
匿
臧
乙
室
（575

）」
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一
八

と
言
う
事
実
。
こ
こ
で
。
何
が
何
処
で
起
こ
っ
た
か
と
言
う
時
、「
家
」
で
無
く
「
室
」
で
あ
る
こ
と
。
主
犯
は｢

家
」
で
は
な
く
、「
室
」
が
犯
行
や
物
件
隠
匿

の
現
場
と
な
る
。
ま
た
、
甲
乙
二
人
が
丙
丁
ら
を
捕
ら
え
、
そ
の
室
を
捜
索
し
て
証
拠
の
「
錢
鎔
」
を
得
て
「
來
詣
」
出
頭
し
た
「（
盜
鑄
此
錢
）
甲
乙
捕

其

室
而
得
此
錢
容
來
詣
（600

）
之
」
と
あ
る
事
実
。
こ
れ
も
「
家
」
で
無
く
「
室
」
で
の
現
行
犯
逮
捕
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
「
按
之
校
上
（
奏

書

21

）」
と
言
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　
「
封
診
式
」
群
盗
の
条
、
丁
ら
以
て
某
時
、
某
里
士
伍
己
庚
辛
ら
と
強
攻
群
盗
を
な
し
、
某
里
公
士
某
の
室
よ
り
銭
万
を
盜
し
去
亡
す
「
羣
盜
（605

）（
略
）

丁
、
以
某
時
與
某
里
士
五
己
庚
辛
、
强
攻
羣
（608

）
盜
某
里
公
士
某
室
。
盜
錢
萬
去
亡
（
略
）（609

）」
と
い
う
事
実
で
あ
り
、
事
件
は
某
里
の
士
伍
某
の

「
室
」
で
起
こ
っ
て
い
る
。「
封
診
式
」
告
子
の
条
、
親
不
孝
で
実
子
を
捕
縛
す
る
こ
と
。
捕
縛
吏
が
牢
隸
臣
と
と
も
に
容
疑
者
を
「
某
室
」
で
確
保
す
る
「
爰
書

與
牢
隷
臣
某
、
執
丙
得
某
室
レ
（631

）」
と
あ
る
。「
封
診
式
」
賊
死
の
条
、「
令
史
某
爰
書
」
現
場
担
当
者
の
現
場
検
証
と
検
死
人
の
報
告
「
卽
甲
診
男
子
死
在

某
室
、
南
首
正
偃
（
略
）636

」
と
あ
っ
て
、
被
害
者
男
子
の
遺
体
は
頭
を
南
向
き
し
て
俯
せ
の
状
態
で
「
某
室
」
に
確
認
し
た
事
実
。「
封
診
式
」
経
死
の
条
、

検
死
報
告
書
で
は
、
某
里
の
里
典
（
里
の
長
）
甲
が
里
人
丙
が
其
室
で
縊
死
、
そ
の
故
を
知
ら
ず
、
来
告
す
、
と
曰
し
た
「
爰
書
某
里
典
甲
曰
、
里
人
士
五
丙
經

死
其
室
、
不
智
故
來
告643

」
と
あ
る
事
実
。
縊
死
現
場
が
「
其
室
」
は
、
縊
死
し
た
本
人
の
室
と
思
わ
れ
る
。「
封
診
式
」
出
子
の
条
、
こ
の
件
は
暴
行
に
よ

る
切
迫
流
産
「
有
訊
甲
室
人
甲
到
室
居
（666

）
處
及
復
痛
子
出
狀
（667

）」
暴
行
に
よ
る
流
産
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
事
件
の
検
証
に
被
害
者
甲
の
「
室
人
」
の

証
言
で
「
室
居
處
」
に
到
つ
て
復
痛
（
腹
痛
）
を
催
し
出
子
（
流
産
）
に
及
ん
だ
実
情
が
語
ら
れ
る
。
乱
闘
後
、「
到
家
居
處
」
で
は
な
く
「
到
室
居
處
」
で
あ

る
こ
と
、
被
害
者
が
帰
っ
て
来
た
の
は
「
室
」
で
あ
る
事
実
。「
室
」
は
生
活
の
場
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
事
件
現
場
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
捜
査
対
象
と
し
て

「
室
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
室
の
内
情
に
つ
い
て
は
、「
秦
律
十
八
種
」
司
空
律
に
、
大
嗇
夫
官
嗇
夫
が
有
罪
の
判
決
を
受
け
「
居
貲
贖
責
（
辨
済
の
労
役
）」
と
な
っ
た
場
合
、
本

人
が
「
耆
弱
相
當
」、
老
弱
衰
耗
の
規
定
に
即
応
し
て
い
る
な
ら
身
替
わ
り
を
認
め
る
。
公
事
を
「
作
務
」
し
て
、
賈
市
賣
買
し
て
損
失
を
出
し
た
場
合
は
身
替

わ
り
を
認
め
な
い
「
大
嗇
夫
丞
及
官
嗇
夫
有
辠
、
居
貲
贖
責
。
欲
代
者
耆
弱
相
當
、
許
之
。
作
務
及
賈
而
負
責
者
、
不
得
代
。
一
室
二
人
以
上
居
（203

）
貲
贖

責
、
而
莫
見
其
室
者
、
出
其
一
人
、
令
相
爲
兼
居
之
。
居
貲
贖
責
者
、
或
欲
籍
人
與
竝
居
之
、
許
之
。
毋
除
繇
戍
（204

）」
と
あ
る
。「
一
室
二
人
」
は
内
同
居

の
様
子
、
同
居
の
室
人
が
二
人
以
上
、
同
時
に
「
居
貲
贖
責
」
と
な
っ
て
、
そ
の
「
室
」
を
管
理
す
る
者
が
い
な
く
な
る
場
合
、
つ
ま
り
、「
居
貲
職
責
」
の
辨

済
労
役
を
負
担
す
る
者
は
、
通
常
一
人
な
の
に
、
同
時
に
二
人
が
「
居
貲
職
責
」
と
な
っ
た
場
合
、
家
に
は
復
数
の
徭
役
負
担
能
力
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の



起
家
と
「
爲
家
人
絕
祀
」

一
九

一
人
を
役
に
出
し
て
相
と
も
に
兼
居
す
る
も
の
と
為
さ
し
む
。
一
人
で
二
人
分
の
「
居
貲
職
責
」
を
負
う
と
言
う
こ
と
な
の
か
。
ま
た
、「
居
貲
職
責
」
者
が
第

三
者
を
籍
書
し
て
と
も
に
こ
れ
に
「
竝
居
」
し
よ
う
と
す
る
者
は
許
可
す
る
と
も
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
徭
戍
を
免
除
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
「
法
律
答
問
」、「
室
人
」
は
一
室
尽
く
罪
人
に
縁
坐
す
る
の
謂
で
あ
る
「
可
謂
室
人
、
可
謂
同
二
居
二
獨
戸
母
之
謂
殹
●
室
人
者
一
室
、
盡
當
坐
辠
人
之
謂
殹

571

」
と
あ
る
。
こ
こ
の
「
獨
戶
母
」
は
不
詳
。
何
を
「
室
人
」
と
謂
い
、
何
を
「
同
居
」
と
謂
う
か
、「
同
居
」
と
は
「
獨
戶
母
之
」
の
謂
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
獨
戶
母
之
」
の
「
母
」
は
「
毋
」
に
近
似
な
の
で
、「
獨
戶
毋
之
」
で
は
と
疑
っ
て
み
る
。
一
つ
の
と
び
ら
あ
る
い
は
門
内
で
他
に
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
、
と
解

せ
る
。392

簡
は
「
戶
」
の
視
点
か
ら
、571

簡
は
「
室
」
の
視
点
か
ら
と
帰
結
で
き
る
。

　
「
戶
」
は
口
で
数
え
ら
れ
る
か
ら
「
同
居
」
人
も
す
べ
て
口
で
平
等
に
把
握
で
き
る
。「
室
人
」
と
「
同
居
」
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
人
々
を
対
象
と
す
る
な
ら
、
同

じ
対
象
を
違
う
視
線
か
ら
見
て
み
る
。「
封
診
式
」
封
守
の
「
室
人
」
は
、「
●
甲
室
人
一589　

宇
二
内
、
各
有
戶
、
内
室
皆
瓦
蓋
、
木
大
具
門
桑
十
木
」
と
あ

り
、
こ
れ
が
容
疑
者
甲
の
「
室
人
」
の
人
以
外
の
概
要
、
家
人
な
ど
人
に
関
す
る
項
目
は
、
次
の
「
●
」
以
降
に
記
述
さ
れ
る
。
容
疑
者
甲
の
「
室
人
」
は
、

「
一
宇
二
内
」
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
は
「
戶
」
が
あ
り
、
内
室
は
み
な
「
瓦
蓋
」
で
、「
木
大
具
」「
門
桑
」
十
木
と
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
戶
」
は
と
び
ら
、
整

理
小
組
は
「
門
」
と
解
し
て
い
る
。「
封
守
」
の
「
家
人
」
は
不
動
産
が
先
に
書
か
れ
、
そ
の
後
に
「
妻
」
逃
亡
中
、「
子
大
女
子
」
未
婚
、「
子
小
男
子
」「
臣
」

「
妾
小
女
子
」
と
、
こ
の
家
は
夫
婦
二
子
臣
妾
の
六
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
「
室
人
」
と
い
う
わ
け
で
、「
法
律
答
問
」
の
「
室
人
」
と
「
封
診

式
」
の
「
室
人
」
と
で
は
印
象
が
だ
い
ぶ
違
う
。「
法
律
答
問
」
の
方
で
は
人
だ
け
の
印
象
が
強
い
が
、「
封
診
式
」
の
方
は
田
を
抜
い
た
宅
妻
子
臣
妾
衣
器
を
含

む
。
す
る
と
「
同
居
」
も
そ
れ
ぞ
れ
「
戶
」
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
空
間
に
一
緒
に
住
ん
で
い
る
者
た
ち
で
、
全
体
が
縁
坐
で
為
収
対
象
と
な
る
が
、
臣
妾
は
妻
子

と
は
別
の
動
産
扱
い
に
な
る
（
（2
（

こ
と
で
、「
隸
不
坐
」
の
文
言
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
　
自
天
子
至
士
庶
人
─
国
か
ら
の
視
線

　

劉
向
『
說
苑
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

秦
始
皇
帝
、
五
帝
は
賢
に
禅
り
、
三
王
は
世
継
ぐ
。
孰
れ
か
是
れ
将
に
之
を
為
さ
ん
と
す
、
と
の
問
い
に
、
鮑
白
令
之
が
、
天
下
官
な
れ
ば
則
ち
賢
に
譲
る

は
是
な
り
。
天
下
家
な
れ
ば
則
ち
世
継
し
て
是
な
り
と
。
故
に
五
帝
は
天
下
を
以
て
官
を
為
し
、
三
王
は
天
下
を
以
て
家
と
為
す
「
秦
始
皇
帝
旣
吞
天
下
、
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二
〇

乃
召
羣
臣
而
議
曰
、
古
者
五
帝
禪
賢
、
三
王
世
繼
孰
是
將
爲
之
。
博
士
七
十
人
未
對
、
鮑
白
令
之
對
曰
、
天
下
官
則
讓
賢
是
也
。
天
下
家
則
世
繼
是
也
。
故

五
帝
以
天
下
爲
官
、
三
王
以
天
下
爲
家
（『
說
苑
』
卷
第
十
四
至
公
）」。

と
の
問
答
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
宣
帝
へ
の
諌
言
と
し
て
蓋
寛
饒
が
、「
韓
氏
易
傳
」
の
同
様
な
文
言
「
五
帝
官
天
下
、
三
王
家
天
下
、
家
以
傳
子
、
官
以
傳
賢
、

若
四
時
之
運
、
功
成
者
去
、
不
得
其
人
則
不
居
其
位
（『
漢
書
』
卷
七
十
七
蓋
諸
葛
劉
鄭
孫
毋
將
何
傳
）」
を
用
い
た
事
に
比
べ
ら
れ
よ
う
が
、
五
帝
は
「
官
」
の

天
下
、
三
王
は
「
家
」
の
天
下
と
い
う
対
比
で
、
天
下
が
官
で
あ
れ
ば
徳
の
如
何
が
継
承
の
鍵
と
為
り
︑
徳
の
体
得
者
と
し
て
賢
者
に
世
を
継
承
さ
せ
る
論
理
と

な
る
。
天
下
が
家
で
あ
る
な
ら
ば
父
か
ら
子
に
世
を
継
ぐ
。
そ
し
て
、
ま
た
董
仲
舒
も
、「
王
者
が
諸
侯
に
封
ず
る
は
、
之
を
官
に
す
る
に
非
ざ
る
な
り
、
代
を

以
て
家
と
為
す
を
得
る
な
り
（
又
董
仲
舒
曰
、
王
者
封
諸
侯
、
非
官
之
也
、
得
以
代
爲
家
也
（『
史
記
』
卷
三
十
一
吳
太
伯
世
家
））」
と
言
っ
て
い
る
。

　

国
か
ら
見
て
、「
官
」
と
し
て
の
天
下
は
縦
系
列
で
序
列
化
さ
れ
、『
荀
子
』
は
、
ま
た
、
富
国
篇
に
は
、「
故
に
、
天
子
よ
り
庶
人
に
通
ず
る
に
事
の
大
小
多

少
は
こ
れ
に
由
り
て
推
す
（
故
自
天
子
通
於
庶
人
、
事
無
大
小
多
少
、
由
是
推
之
（『
荀
子
』
富
國
））」
と
か
、
王
霸
篇
に
は
、「
故
に
、
天
子
よ
り
庶
人
に
至
る

（
故
由
天
子
至
於
庶
人
也
。
莫
不
騁
其
能
得
其
志
（『
荀
子
』
王
霸
））」
と
か
の
指
摘
は
、
頂
上
の
天
子
か
ら
末
端
は
庶
人
ま
で
を
貫
く
何
か
が
あ
る
こ
と
。
同
じ

く
王
霸
篇
に
、「
ま
た
是
の
如
き
は
臣
下
の
百
吏
庶
人
に
至
る
（
如
是
則
臣
下
、
百
吏
至
於
庶
人
、
莫
不
修
己
而
（
同
上
）」
と
か
、
彊
国
篇
の
、「
君
臣
上
下
貴

賎
長
少
、
庶
人
に
至
る
ま
で
（
君
臣
上
下
貴
賤
長
少
、
至
於
庶
人
、
莫
不
爲
義
、
則
天
下
孰
不
欲
合
義
矣
（『
荀
子
』
彊
国
））」
と
あ
っ
て
、
天
子
か
ら
以
下
、

庶
人
に
至
る
ま
で
に
は
君
臣
の
上
下
や
身
分
の
貴
賎
、
ま
た
年
齢
の
長
少
の
別
が
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
別
が
、
功
績
に
よ
る
場
合
、「
大
功
已
に
立
た
ば
、
則

ち
君
は
其
の
成
を
享
受
し
、
群
臣
は
其
の
功
を
享
受
す
。（
群
臣
は
）
士
大
夫
は
爵
を
益
さ
れ
、
官
人
は
秩
を
益
さ
れ
、
庶
人
は
祿
を
益
さ
る
（
大
功
已
立
、
則

君
享
其
成
、
群
臣
享
其
功
、
士
大
夫
益
爵
、
官
人
益
秩
、
庶
人
益
祿
（『
荀
子
』
彊
国
））」
の
で
あ
る
。
君
は
そ
の
成
果
を
自
分
の
も
の
に
す
る
。
群
臣
は
、
そ

の
功
し
を
享
受
し
て
士
大
夫
な
ら
爵
を
益
し
加
え
ら
れ
、
官
人
な
ら
ば
官
秩
が
増
し
加
え
ら
れ
、
庶
人
な
ら
ば
田
禄
（
田
宅
）
が
益
し
加
え
ら
れ
る
。
君
臣
上
下

貴
賎
長
少
の
別
と
は
士
大
夫
官
人
庶
人
の
個
別
な
特
性
の
事
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
正
論
篇
で
は
、「
三
公
は
軶
を
奉
じ
て
納
を
持
し
、
諸
侯
は
輪
を
持
し
て
輿
を

挾
み
馬
を
先
に
し
、
大
侯
は
後
に
編
み
、
大
夫
は
之
に
次
ぎ
、
小
侯
元
士
は
之
に
次
ぎ
、
庶
士
は
介
し
て
道
を
夾
み
、
庶
人
は
隱
竄
し
て
敢
へ
て
居
を
視
望
す
こ

と
莫
し
（
三
公
奉
軶
持
納
、
諸
侯
持
輪
挾
輿
、
先
馬
大
侯
編
後
、
大
夫
次
之
、
小
侯
元
士
次
之
、
庶
士
介
而
夾
道
、
庶
人
隱
竄
、
莫
敢
視
望
居
（『
荀
子
』
正

論
））」
と
あ
る
。
見
え
な
い
徳
性
が
官
に
規
定
さ
れ
可
視
化
さ
れ
て
序
列
と
為
り
、
仕
組
み
と
な
る
。『
儀
禮
』
王
制
篇
の
構
成
を
彷
彿
と
さ
せ
る
所
で
あ
る
。

三
公
、
諸
侯
、
大
侯
、
大
夫
、
少
侯
元
士
、
庶
士
が
天
子
に
就
い
て
行
動
を
と
も
に
す
る
が
、
庶
人
は
、
隠
れ
竄
（
散
）
げ
て
君
の
居
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
視
つ
め
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た
り
望
見
し
た
り
は
し
な
い
。
こ
こ
に
、
庶
士
と
庶
人
の
別
が
あ
っ
た
事
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　

葬
儀
に
お
い
て
も
、
人
の
上
下
貴
賎
は
、

そ
れ
が
天
子
の
喪
な
れ
ば
、
四
海
を
動
か
し
諸
侯
に
属
（
囑
）
す
。
諸
侯
の
喪
な
れ
ば
、
通
国
を
動
か
し
大
夫
に
属
す
る
。
大
夫
の
喪
な
ら
ば
、
一
国
を
動

か
し
脩
士
に
属
（
囑
）
す
。
脩
士
の
喪
な
れ
ば
、
一
郷
を
動
か
し
朋
友
に
属
（
囑
）
す
。
庶
人
の
喪
な
れ
ば
、
族
党
を
合
せ
州
里
を
動
か
し
、
刑
余
罪
人
の

喪
な
れ
ば
、
族
党
を
合
せ
る
を
得
ず
、
独
り
妻
子
に
属
（
囑
）
す
の
み
「
天
子
之
喪
動
四
海
屬
諸
侯
、
諸
侯
之
喪
動
通
國
屬
大
夫
、
大
夫
之
喪
動
一
國
屬
脩

士
、
脩
士
之
喪
動
一
鄕
屬
朋
友
、
庶
人
之
喪
合
族
黨
動
州
里
、
刑
餘
罪
人
之
喪
不
得
合
族
、
黨
獨
屬
妻
子
（『
荀
子
』
禮
論
）」。

と
あ
る
。
こ
う
し
て
、
諸
侯
、
大
夫
、
脩
士
、
庶
人
の
葬
儀
に
は
、
同
輩
を
騒
が
さ
せ
、
信
頼
で
き
る
目
下
の
者
に
儀
式
を
取
り
仕
切
ら
せ
る
。
こ
こ
で
は
、
刑

余
の
罪
人
の
葬
儀
ま
で
言
及
し
て
い
る
。『
韓
詩
外
傳
』
で
も
、
天
子
よ
り
庶
人
に
至
る
「
故
自
天
子
至
於
庶
人
、
莫
不
稱
其
能
、
得
其
意
安
樂
其
事
、
是
所
同

也
（『
韓
詩
外
傳
』
卷
第
五
）」
と
あ
る
。
ま
た
、『
孟
子
』
に
は
「
古
者
棺
槨
無
度
、
中
古
棺
七
寸
、
槨
稱
之
自
天
子
達
於
庶
人
、
非
直
爲
觀
美
也
（『
孟
子
』
梁

惠
王
上
）」、
あ
る
い
は
「
服
飦
粥
之
食
、
自
天
子
達
於
庶
人
、
三
代
共
之
（『
孟
子
』
滕
文
公
上
）」
と
、
天
子
よ
り
庶
人
に
達
す
（
至
る
）、
と
い
う
言
い
方
が

見
え
る
。
前
者
は
、
棺
郭
に
お
け
る
同
軌
性
内
の
序
列
で
あ
り
、
顕
栄
は
そ
の
規
模
規
格
の
大
小
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
。
後
者
は
、
礼
法
中
の
食
事
も

同
軌
性
内
の
序
列
が
顕
わ
に
な
る
こ
と
に
示
し
て
い
る
。
家
と
国
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

万
乗
の
国
の
そ
の
君
を
弑
す
る
の
は
必
ず
千
乘
の
家
、
千
乘
の
国
の
そ
の
君
を
弑
す
る
の
は
必
ず
百
乘
の
家
「
萬
乘
之
國
弑
其
君
者
、
必
千
乘
之
家
。
千
乘

之
國
弑
其
君
者
、
必
百
乘
之
家
（『
孟
子
』
梁
惠
王
上
）」。

と
あ
っ
て
、
国
と
家
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
万
乗
の
国
に
対
す
る
千
乗
の
家
、
千
乗
の
家
に
対
す
る
百
乘
の
家
は
王
に
対
す
る
諸
侯
、
諸
侯
に
対
す

る
大
夫
の
こ
と
。
大
夫
は
擅
官
で
あ
っ
て
、
士
庶
人
は
そ
の
身
一
身
に
止
ま
る
と
い
う
（『
韓
詩
外
傳
』
五
）。
士
と
庶
人
と
が
「
士
庶
人
」
と
呼
ば
れ
一
体
と

な
っ
て
い
る
。
孟
子
は
問
う
、「
王
、
何
を
以
て
吾
が
国
を
利
す
や
と
曰
い
、
大
夫
、
何
を
以
て
吾
が
家
を
利
す
と
曰
い
、
士
庶
人
、
何
を
以
て
吾
が
身
を
利
す

と
曰
う
（
王
曰
、
何
以
利
吾
國
。
大
夫
曰
、
何
以
利
吾
家
。
士
庶
人
曰
、
何
以
利
吾
身
（『
孟
子
』
梁
惠
王
上
））」
と
あ
り
、
王
は
国
、
大
夫
は
家
、
士
庶
人
は

自
分
自
身
に
つ
い
て
問
う
の
で
あ
り
、
大
夫
が
家
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ま
た
、
そ
し
て
家
の
大
き
さ
を
示
す
百
乗
、
大
夫
に
お
い
て
官
と
家
が
具

わ
る
よ
う
で
あ
る
。
家
の
大
き
さ
か
、
家
の
格
か
位
か
。
自
皇
帝
（
天
子
）
至
士
庶
人
、
上
か
ら
下
降
す
る
論
理
で
あ
り
、
下
か
ら
上
昇
す
る
論
理
で
は
な
い
よ

う
だ
。
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国
の
縦
系
列
の
序
列
は
、『
孟
子
』
萬
章
下
（『
春
秋
繁
露
』
爵
國
篇
、『
儀
禮
』
王
制
と
は
体
裁
が
異
な
る
）
に
、
大
国
は
地
方
百
里
の
封
邑
で
あ
っ
て
、
君

は
十
卿
分
の
禄
。
卿
の
禄
は
四
大
夫
分
、
大
夫
は
上
士
に
倍
し
、
上
士
は
中
士
に
倍
し
、
中
士
は
下
士
に
倍
す
。
下
士
は
庶
人
の
在
官
者
と
同
禄
。
禄
は
以
て
代

う
に
其
（
後
掲
「
上
農
」
相
当
の
産
）
の
耕
に
足
る
。
次
国
は
方
七
十
里
で
卿
の
禄
は
三
大
夫
分
、
以
下
同
文
。
小
国
は
方
五
十
里
で
、
卿
の
禄
は
二
大
夫
分
、

と
あ
る
。
本
文
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
國
地
方
百
里
君
十
卿
祿
、
卿
祿
四
大
夫
、
大
夫
倍
上
士
、
上
士
倍
中
士
、
中
士
倍
下
士
、
下
士　
　
　

與
庶
人
在
官
者
同
祿
祿
足
以
代
其
耕
也
。

次
國
地
方
七
十
里
君
十
卿
祿
、
卿
祿
三
大
夫
、
大
夫
倍
上
士
、
上
士
倍
中
士
、
中
士
倍
下
士
、
下
士　
　

與
庶
人
在
官
者
同
祿
祿
足
以
代
其
耕
也
。

小
國
地
方
五
十
里
君
十
卿
祿
、
卿
祿
二
大
夫
、
大
夫
倍
上
士
、
上
士
倍
中
士
、
中
士
倍
下
士
、
下
士　
　

與
庶
人
在
官
者
同
祿
祿
足
以
代
其
耕
。

耕
者
之
所
獲
一
夫
百
畝
、
百
畝
之
分
、
上
農
夫
食
九
人
、
上
次
食
八
人
、
中
食
七
人
、
中
次
食
六
人
、　　

下
食
五
人
、
庶
人
在
官
者
其
祿
以
是
爲
差
也
。

こ
こ
に
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
に
、「
下
士
」
と
「
庶
人
在
官
者
」
は
「
同
祿
」
で
あ
り
、『
儀
禮
』
王
制
に
「
諸
侯
之
下
士
視
上
農
夫
」
に
応
じ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
庶
人
と
士
の
禄
に
よ
る
接
点
が
明
か
さ
れ
、「
庶
人
在
官
者
」
は
、
其
の
禄
、
是
を
以
て
差
と
為
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
耕
者
の
一
夫
百
畝
に
獲

る
所
の
百
畝
の
收
獲
、
上
農
夫
九
人
の
食
は
、
諸
侯
の
下
士
の
禄
に
等
し
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
農
夫
」
が
、
孟
子
で
は
在
国
（
都
城
邑
）

で
は
「
市
井
の
臣
と
曰
い
、
在
野
（
郊
外
）
で
は
草
莽
の
臣
と
曰
う
（
孟
子
曰
在
國
曰
市
井
之
臣
在
野
曰
草
莽
之
臣
皆
謂
庶
人
（『
孟
子
』
萬
章
下
））」
と
言
う

の
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、『
儀
禮
』
王
制
篇
に
は
、「
小
國
方
五
十
里
」
の
下
に
、「
附
庸
（「
天
子
之
元
士
視
附
庸
（『
儀
禮
』
王
制
）」）」
に
つ
い

て
方
三
十
里
以
下
の
「
名
」、「
字
」、「
氏
」
が
設
定
さ
れ
て
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
孟
子
』
萬
章
下
の
文
は
、『
禮
記
』
王
制
や
『
春
秋
繁
露
』
爵
国
に
も
ほ
ぼ
同
文
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
秩
序
を
「
祿
（
田
積
と
収
量
）」
で
序
列
し

た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ま
た
「
庶
人
在
官
者
」
は
あ
る
程
度
の
資
産
︑「
恆
產
（
梁
惠
王
上
）」︑
そ
し
て
「
百
金
中
人
十
家
之
產
（『
漢
書
』
文
帝
紀
贊
）」

に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
漢
代
の
士
人
の
共
通
概
念
と
し
て
沈
潜
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、「
庶
人
在
官
者
」
と
い
う
言
い
方
に
つ
い
て
、『
史
記
』
始
皇
本
紀
に
見
ら
れ
る
始
皇
三
十
三
（B.C.214

）
年
咸
陽
宮
に
お
け
る
丞
相
李
斯
の
言
、「
今

天
下
已
定
、
法
令
出
一
、
百
姓
當
家
則
力
農
工
、
士
則
學
習
法
令
辟
禁
」
と
は
、
帝
国
の
統
治
の
支
柱
と
し
て
、
法
令
一
統
下
に
期
待
さ
れ
る
百
姓
当
家
た
れ
ば

則
ち
農
工
に
力
め
、
士
な
ら
ん
と
せ
ば
則
ち
法
令
辟
を
学
習
と
、
い
う
思
い
が
窺
え
る
。

　

以
上
か
ら
、
家
の
中
味
が
家
室
で
あ
り
、
戸
で
把
握
さ
れ
、
室
人
の
構
成
が
口
と
人
に
よ
っ
て
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
国
の
視
点
で
は
一
律
、
士
庶
人
で
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あ
り
、
士
庶
人
は
士
と
庶
子
︑
あ
る
い
は
庶
士
と
庶
人
で
あ
る
。

　

武
帝
時
代
の
後
半
時
代
に
は
、

元
鼎
五
（B.C.112

）
年
秋
（
略
）
中
国
多
事
。
天
子
海
内
を
巡
狩
し
て
、
上
古
の
神
祠
を
修
め
、
封
禪
し
て
礼
楽
を
興
す
。
公
家
用
少
く
、
桑
弘
羊
等
利

を
致
し
、
王
温
舒
の
峻
法
に
属
し
、
兒
寛
等
文
学
を
推
し
て
九
卿
に
至
し
め
、
更
め
て
用
事
を
進
む
も
、
事
丞
相
に
決
す
る
に
関
せ
ず
、
丞
相
醇
謹
す
の
み

「
元
鼎
五
年
秋
（
略
）
中
國
多
事
。
天
子
巡
狩
海
内
、
修
上
古
神
祠
、
封
禪
、
興
禮
樂
。
公
家
用
少
、
桑
弘
羊
等
致
利
、
王
溫
舒
之
屬
峻
法
、
兒
寬
等
推
文

學
至
九
卿
、
更
進
用
事
、
事
不
關
決
於
丞
相
、
丞
相
醇
謹
而
已
（『
史
記
』
卷
一
百
三
萬
石
張
叔
列
傳
）」。

と
あ
り
、「
公
家
」
の
用
少
な
し
と
称
し
て
い
る
。
公
家
用
は
国
用
で
、
公
家
は
国
（
国
家
）
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、「
今
、
公
の
謂
う
所
の
賢
者
は
、（
略
）
親

を
顧
み
ず
、
法
を
犯
し
て
民
を
害
し
、
公
家
を
虚
し
う
す
（
今
公
所
謂
賢
者
、
皆
可
爲
羞
矣
。（
略
）
食
飮
驅
馳
、
從
姬
歌
兒
、
不
顧
於
親
、
犯
法
害
民
、
虛
公

家
（『
史
記
』
卷
一
百
二
十
七
日
者
列
傳
））」
と
も
あ
る
。

凡
そ
群
臣
の
秦
に
事
え
ん
と
言
う
者
、
皆
姦
人
に
し
て
、
忠
臣
に
非
ら
ざ
る
な
り
。
夫
れ
人
臣
と
為
り
て
は
、
其
の
主
の
地
を
割
き
て
以
て
外
交
を
求
と

は
、
一
時
の
功
を
偸
取
し
而
し
て
其
の
後
を
顧
み
ざ
る
、
公
家
を
破
り
而
て
私
門
を
成
し
、
外
は
彊
秦
の
勢
を
挾
え
て
以
て
内
は
其
の
主
を
劫
し
、
以
て
割

地
求
む
に
り
、
願
わ
く
は
大
王
孰
れ
か
之
を
察
せ
よ
「
凡
羣
臣
之
言
事
秦
者
、
皆
姦
人
、
非
忠
臣
也
。
夫
爲
人
臣
、
割
其
主
之
地
以
求
外
交
、
偸
取
一
時
之

功
而
不
顧
其
後
、
破
公
家
而
成
私
門
、
外
挾
彊
秦
之
勢
以
内
劫
其
主
、
以
求
割
地
、
願
大
王
孰
察
之
（『
史
記
』
卷
六
十
九
蘇
秦
列
傳
）」。

と
あ
り
、
公
家
と
私
門
の
対
比
が
見
ら
れ
る
。　

私
家
と
公
家
の
対
比
で
は
、
李
斯
の
献
策
に
中
に
、

田
常
簡
公
の
臣
と
為
り
、
爵
列
国
に
敵
う
も
の
無
く
、
私
家
の
富
公
家
と
均
し
、
恵
み
を
布
べ
徳
を
施
し
、
下
は
百
姓
を
得
、
上
は
群
臣
を
得
る
「
田
常
爲

簡
公
臣
、
爵
列
無
敵
於
國
、
私
家
之
富
與
公
家
均
、
布
惠
施
德
、
下
得
百
姓
、
上
得
羣
臣
（『
史
記
』
卷
八
十
七
李
斯
列
傳
）」。

と
あ
る
。
こ
の
「
私
家
」
は
「
田
常
家
」
の
こ
と
で
り
、「
公
家
」
と
は
「
齊
公
家
」
斉
簡
公
の
事
で
あ
る
。
ま
た
、

（
田
）
文
曰
く
、
君
（
父
田
嬰
）
用
事
し
て
斉
に
相
た
り
て
、
今
に
至
る
こ
と
三
王
た
り
、
斉
国
に
広
（
領
土
）
を
加
へ
ず
而
て
君
は
私
家
に
富
万
金
を
累

ね
る
も
、
門
下
に
一
人
の
賢
者
も
見
（
現
）
わ
れ
ざ
る
な
り
。（
略
）
今
君
ま
た
尚
を
積
を
厚
く
し
藏
え
を
余
し
て
、
欲
以
て
何
人
か
知
ら
ざ
る
所
に
遺
こ

し
、
而
し
て
公
家
の
事
を
忘
れ
て
日
々
損
う
、
文
竊
か
に
之
を
怪
し
む
「（
田
）
文
曰
「
君
用
事
相
齊
、
至
今
三
王
矣
、
齊
不
加
廣
而
君
私
家
富
累
萬
金
、

門
下
不
見
一
賢
者
。（
略
）
今
君
又
尚
厚
積
餘
藏
、
欲
以
遺
所
不
知
何
人
、
而
忘
公
家
之
事
日
損
、
文
竊
怪
之
（『
史
記
』
卷
七
十
五
孟
嘗
君
列
傳
）」。
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と
あ
る
が
、「
君
私
家
」
は
「
田
嬰
家
」
で
、「
公
家
」
は
「
斉
公
家
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
軍
法
に
よ
る
処
分
と
し
て
、『
尉
繚
子
』
重
刑
に
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

千
人
よ
り
以
上
を
将
ひ
、
戦
ひ
て
北
ぐ
、
守
り
て
降
る
、
地
を
離
れ
て
衆
を
逃
す
有
る
を
ば
、
命
じ
て
国
賊
と
曰
う
。
身
は
戮
し
家
は
残
、
其
の
籍
を
去
り

其
の
墳
墓
を
發
き
其
の
骨
を
市
に
暴
す
。
男
女
は
官
に
公
す
「
將
自
千
人
以
上
有
戰
而
北
守
而
降
離
地
逃
衆
命
曰
國
賊
身
戮
家
殘
去
其
籍
發
其
墳
墓
暴
其
骨

於
市
男
女
公
於
官
（『
尉
繚
子
』
重
刑
令
第
十
三
）」。

と
あ
る
。
千
人
以
上
を
統
率
し
て
、
逃
亡
や
投
降
し
兵
を
逃
散
さ
せ
た
場
合
「
國
賊
」
と
規
定
し
て
「
戮
身
殘
家
」
に
処
す
。「
籍
」
と
は
『
商
君
書
』
に
も
あ

る
「
屬
籍
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
籍
か
ら
削
除
し
て
︑
先
祖
の
墳
墓
を
発
い
て
埋
葬
さ
れ
て
い
た
遺
骨
を
市
に
ば
ら
ま
き
︑
家
の
男
女
、
息
子
娘
を
「
公
於
官
」

の
処
分
に
す
る
。
こ
の
「
公
於
官
」
を
、「
尉
繚
子
直
解
」
で
は
公
に
没
入
し
て
奴
婢
と
す
る
と
解
し
て
い
る
が
、
秦
漢
律
の
「
爲
收
」
処
分
に
近
い
（
（2
（

。

百
人
よ
り
以
上
を
将
ひ
、
戦
ひ
て
北
ぐ
、
守
り
て
降
る
、
地
を
離
れ
て
衆
を
逃
す
有
る
を
ば
、
命
じ
て
軍
賊
と
曰
う
。
身
は
死
し
家
は
残
、
男
女
は
官
に
公

す
「
自
百
人
以
上
有
戰
而
北
守
而
降
離
地
逃
衆
命
曰
軍
賊
身
死
家
殘
男
女
公
於
官
（
同
上
）」。

と
あ
る
。
百
人
以
上
を
統
率
し
て
逃
亡
や
投
降
や
兵
を
逃
散
さ
せ
た
場
合
、「
軍
賊
」
と
規
定
し
、「
殺
身
殘
家
」
で
、
家
の
男
女
を
「
公
於
官
」
と
す
る
こ
と
に

な
る
。
千
人
の
時
に
比
べ
、
去
籍
か
ら
「
暴
其
骨
市
」
の
措
置
が
省
か
れ
て
い
る
。
こ
の
省
か
れ
た
部
分
は
、
前
述
し
た
翟
義
に
対
す
る
処
罰
に
似
て
い
る
。
ま

た
、『
二
年
律
令
』
で
は
、

城
邑
亭
鄣
を
以
て
反
し
、
諸
侯
に
降
る
及
び
守
り
て
城
亭
鄣
に
乗
（
上
番
）
り
、
諸
侯
人
来
攻
盗
す
に
堅
守
せ
ず
而
し
て
之
を
棄
去
し
、
若
く
は
之
に
降
る

及
び
謀
反
す
者
は
皆
要
斬
と
す
。
其
の
父
母
妻
子
同
産
、
少
長
と
無
く
皆
棄
市
と
す
。
其
れ
謀
反
に
坐
す
者
、
能
く
偏
捕
す
若
く
は
吏
に
先
告
す
も
の
は
、

皆
坐
す
者
の
罪
除
す
「
以
城
邑
亭
鄣
反
、
降
諸
矦
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
矦
人
來
攻
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
及
謀
反
者
、
皆001

要
斬
。
其
父
母
妻

子
同
產
、
無
少
長
皆
棄
市
。
其
坐
謀
反
者
、
能
偏
捕
若
先
告
吏
、
皆
除
坐
者
罪002

（『
二
年
律
令
』
賊
律
）」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
二
年
律
令
』
で

は
其
父
母
妻
子
同
産
は
無
少
長
皆
棄
市
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
賊
と
軍
賊
の
当
事
者
に
つ
い
て
は
︑
本
人
は
、「
腰
斬
」
も
し
く
は
「
身
戮
」「
身
死
」、
し
か
し
家
残
が
ど
う
言
う
処
分
な
の
か
。
父
母
妻
子
同
産
を
棄
市

に
で
は
な
い
に
し
ろ
、「
男
女
公
於
官
」
と
い
う
措
置
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。『
尉
繚
子
』
束
伍
十
六
で
は
、「
束
伍
之
令
曰
五
人
爲
伍
、
共
一
符
。
收
於
將

吏
之
所
亡
伍
、
而
得
伍
當
之
。
得
伍
而
不
亡
、
有
賞
」
と
あ
っ
て
、
軍
は
伍
単
位
の
得
失
、
敵
伍
の
捕
獲
斬
首
数
と
自
伍
の
死
亡
被
捕
獲
数
の
評
価
を
し
た
の
で



起
家
と
「
爲
家
人
絕
祀
」

二
五

あ
ろ
う
。
ま
た
、「
亡
伍
不
得
伍
身
死
家
殘
」
や
「
亡
長
不
得
長
身
死
家
殘
」
と
い
う
規
定
も
見
え
る
。『
尉
繚
子
直
解
』
で
は
、
長
は
什
長
伯
長
の
こ
と
し
て
い

る
。
こ
こ
で
も
「
家
殘
」
が
不
明
な
処
置
で
あ
る
。
何
故
家
が
残
と
な
る
の
か
。

　

と
こ
ろ
で
劉
向
『
新
序
』
に
春
秋
楚
の
知
音
で
有
名
な
鍾
子
期
の
逸
話
が
載
っ
て
い
る
。

鍾
子
期
は
、
夜
、
磬
を
撃
つ
を
聞
き
而
て
悲
し
む
（
略
）
且
に
召
し
て
之
に
問
い
て
曰
く
、
何
な
り
や
、
子
の
撃
磬
の
悲
し
き
こ
と
此
の
ご
と
し
、
と
。
対

え
て
曰
く
、
臣
の
父
人
を
殺
し
而
し
て
得
た
り
て
生
き
ず
。
臣
の
母
得
た
る
も
生
き
て
而
し
て
公
家
の
隷
と
為
る
。
臣
得
た
り
而
し
て
公
家
の
擊
磬
の
臣
と

為
る
。
臣
の
母
を
睹
ざ
る
こ
と
此
に
三
年
な
り
。
昨
日
市
に
舍
を
為
し
而
し
て
之
を
睹
る
。
意
は
之
を
贖
わ
ん
と
欲
す
れ
ど
而
し
て
財
無
く
、
身
も
又
公
家

の
有
な
り
。
是
を
以
い
悲
し
む
な
り
「
鍾
子
期
夜
聞
擊
磬
者
、
而
悲
。（
略
）
且
召
問
之
曰
、
何
哉
、
子
之
擊
磬
若
此
之
悲
也
。
對
曰
、
臣
之
父
殺
人
而
不

得
生
。
臣
之
母
得
生
而
爲
公
家
隸
。
臣
得
而
爲
公
家
擊
磬
。
臣
不
睹
臣
之
母
三
年
、
於
此
矣
昨
日
爲
舍
市
而
睹
之
。
意
欲
贖
之
而
無
財
、
身
又
公
家
之
有

也
。
是
以
悲
也
（
劉
向
『
新
序
』）」。

と
あ
る
。
父
親
の
殺
人
に
縁
座
し
て
為
收
（
收
孥
）
と
な
っ
た
母
子
の
顛
末
と
い
え
る
。
律
に
言
う
「
收
孥
」
を
こ
こ
で
は
、「
爲
公
家
隸
」「
爲
公
家
擊
磬
」、

ま
た
「
公
家
之
有
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
尉
繚
子
』
重
刑
「
身
戮
家
殘
（
略
）
男
女
公
於
官
」
と
あ
る
「
公
於
官
」
が
收
孥
で
あ
り
公
奴
婢
と
も
注
さ

れ
、「
公
家
隸
」
と
い
う
言
い
方
か
ら
、
隸
臣
妾
に
当
た
り
、
身
柄
を
贖
う
こ
と
が
で
き
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
隷
臣
妾
、
城
旦
舂
、
鬼
薪
白
粲
は
官
の
監
視
下

の
刑
徒
で
「
家
室
居
民
里
」
で
き
な
い
。「
秦
律
十
八
種
」
に
も
、

舂
城
旦
の
徭
役
に
出
で
し
者
、
敢
え
て
市
に
之
く
と
及
び
舎
の
闠
外
に
留
る
こ
と
毋
か
れ
。
当
に
市
中
を
行
く
べ
き
者
に
は
回
り
て
行
か
し
む
勿
れ
「
舂
城

旦
出
繇
者
、
毋
敢
之
市
及
留
舎
闠
外
。
當
行
市
中
者
、
回
勿
行
（214
司
空
）」。

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
隸
臣
妾
、
城
旦
舂
、
鬼
薪
白
粲
は
、
没
入
官
さ
れ
た
者
で
、
市
へ
の
出
入
り
も
、
門
外
で
の
止
舎
も
赦
さ
れ
な
い
。
よ
っ
て
、

「
家
室
の
民
里
中
に
居
す
」
は
あ
り
得
な
い
。

　
『
新
序
』
の
公
家
隸
は
、
私
家
の
臣
妾
な
ら
ば
「
封
守
」
の
室
人
の
項
目
に
入
り
、
秦
簡
司
空
律
が
禁
止
し
て
い
る
「
家
室
居
民
里
中
」
に
居
住
す
る
こ
と
に

な
る
か
ら
、「
公
家
擊
磬
者
」
は
「
收
孥
」
の
扱
い
に
近
い
。
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終
わ
り
に

　

以
上
、「
起
家
」
を
手
掛
か
り
に
秦
漢
漢
簡
と
同
時
代
の
「
家
」
に
つ
い
て
︑
同
時
代
的
に
思
考
し
て
よ
う
と
試
み
た
。『
史
記
』『
漢
書
』
の
記
載
は
豊
富
と

は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
司
馬
遷
は
何
を
見
て
「
起
家
」
と
呼
ん
だ
の
か
、
そ
れ
は
官
の
問
題
だ
っ
た
の
か
、
家
の
問
題
だ
っ
た
の
か
、
と
問
う
て
み
た
。
ま

た
、
こ
の
史
料
整
理
で
、「
起
家
」
が
武
帝
期
に
震
源
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
武
帝
時
代
以
降
、「
起
家
」
が
要
請
さ
れ
る
大
波
が
定
期
的
の
起
こ
る
。
そ
れ
は
、

漢
家
危
急
の
時
で
あ
り
、
呉
楚
七
国
後
の
武
帝
草
創
期
、
対
匈
奴
戦
線
拡
張
期
、
昌
邑
王
事
件
の
際
、
成
帝
元
帝
の
官
界
停
滞
期
、
哀
平
間
帝
威
失
墜
と
外
戚
の

騒
擾
事
件
の
際
、
王
莽
の
簒
奪
事
件
と
反
乱
激
化
の
対
策
と
し
て
な
ど
に
「
起
家
」
が
発
生
し
た
事
実
。
ま
た
、
後
漢
で
は
党
錮
黄
巾
に
際
し
て
、
曹
操
の
張
魯

討
伐
、
正
始
年
間
曹
爽
専
政
期
に
発
生
し
集
中
し
て
い
る
事
実
。
こ
れ
ら
は
「
起
家
」
が
単
な
る
招
請
任
官
の
語
で
は
無
く
、
至
っ
て
政
治
的
配
慮
に
な
る
行
為

で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

ま
た
、
並
行
し
て
「
起
家
」
の
史
料
整
理
か
ら
、
家
の
持
つ
様
々
な
特
性
が
浮
か
び
上
っ
た
。
庶
子
─
戸
─
家
の
関
係
性
で
あ
り
、
家
の
中
心
で
あ
り
世
継
ぎ

し
て
更
新
す
る
家
祀
、
国
か
ら
見
れ
ば
、
家
は
地
位
と
力
の
実
質
を
伴
っ
た
序
列
に
な
る
か
ら
、
庶
人
在
官
者
─
下
士
─
上
農
食
九
口
と
あ
る
の
も
肯
け
よ
う
。

そ
し
て
、
家
─
官
─
大
夫
の
関
係
性
の
外
縁
に
思
索
を
拡
げ
て
行
く
必
用
を
思
う
。

注（
1
）
拙
稿
、「
秦
漢
交
替
期
の
亡
人
の
發
生
と
そ
の
追
捕
─
秦
律
・
奏
讞
書
か
ら
見
た
秦
漢
交
替
期
の
社
會
變
動
─
」『
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
制
度
と
社
会
』
ア
ジ
ア
史
研
究
第
二
〇
号
、
白

東
史
学
会
、
一
九
九
六
年
。

（
2
）
拙
稿
、「
市
に
集
ま
る
人
々
─
張
家
山
漢
簡
『
奏

書
』
案
例
23
を
め
ぐ
っ
て
─
」、『
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
法
と
国
家
』
研
究
叢
書
二
三
、
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
、
中
央
大
学

出
版
部
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
3
）
拙
稿
、「『
元
延
二
年
日
記
』
と
吏
の
移
動
─
吏
の
移
動
を
め
ぐ
っ
て
、『
尹
灣
漢
墓
簡
牘
』
所
載
『
元
延
二
年
日
記
』
に
よ
る
検
討
─
」、
國
學
院
大
學
紀
要
第
四
八
、
國
學
院
大
學
、

二
〇
一
〇
年
。「『
宿
舎
』
と
『
宿
家
』
─
『
元
延
二
年
日
記
』
の
復
元
を
め
ぐ
っ
て
─
」
國
學
院
大
學
紀
要
第
五
〇
巻
、
國
學
院
大
學
、
二
〇
一
二
年
。「
吏
の
移
動
と
『
宿
』
─
「
始



起
家
と
「
爲
家
人
絕
祀
」

二
七

皇
二
十
四
年
歴
譜
」
と
「
元
康
二
年
日
記
」
を
手
掛
か
り
と
し
て
─
」、『
人
文
研
紀
要
』
第
六
十
八
号
、
中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
。

（
4
）
奏
〓
書
案
例
二
一
。

（
5
）
拙
稿
、「『
家
』
字
義
考
─
秦
漢
期
の
同
時
代
的
な
『
家
』
の
概
念
─
」
國
學
院
大
學
紀
要
第
五
二
巻
、
國
學
院
大
學
、
二
〇
一
四
年
。
同
、「
棺
在
堂
上
か
ら
─
爲
衣
衾
棺
斂
、
轉
送
其

家
─
」、『
中
国
21
』
Ｖ
ｏ
ｌ
．
41
、
愛
知
大
学
現
代
中
国
学
会
、
二
〇
一
四
年
。

（
6
）
張
家
山
二
四
七
號
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
、『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
』
二
七
四
號
墓
、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
所
收
「
二
年
律
令
」
賜
律
、
一
七
二
頁
。

（
7
）
尾
形
勇
『
中
国
古
代
の
「
家
」
と
国
家
』
第
三
節
「
君
臣
関
係
の
構
築
過
程
に
お
け
る
「
家
」
の
位
置
、
二
二
二
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
参
照
。

（
8
）
池
田
雄
一
「
秦
漢
帝
国
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
」、『
中
国
古
代
の
聚
落
と
地
方
行
政
』
四
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
。
ま
た
、
関
連
先
行
研
究
の
功
績
を
あ
げ
て
い
る
。
西
嶋
定
生

氏
（『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
と
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
一
年
）
に
よ
る
初
県
の
構
造
、
木
村
正
雄
氏
（『
中
国
古
代
帝
国
の
形
成
─
─
特
に
そ
の
成
立
の
基
礎
条
件
』
不

昧
堂
、
一
九
六
五
年
）
に
よ
る
第
二
次
農
地
論
、
増
淵
龍
夫
氏
（『
中
国
古
代
の
社
会
と
国
家
─
─
秦
漢
帝
国
成
立
過
程
の
社
会
史
的
研
究
』
弘
文
堂
、
一
九
六
〇
年
）
に
よ
る
王
室
の

山
林
藪
沢
・
公
田
の
家
産
化
、
好
並
隆
司
氏
（『
秦
漢
帝
国
史
研
究
』
未
来
社
、
一
九
七
八
年
）
な
ど
で
あ
る
。

（
9
）『
史
記
』
卷
十
孝
文
本
紀
元
年
三
月
有
司
請
立
皇
后
の
条
「
官
皆
至
九
卿
」
注
、
正
義
、「
漢
置
九
卿
、
一
曰
太
常
、
二
曰
光
祿
、
三
曰
衞
尉
、
四
曰
太
僕
、
五
曰
廷
尉
、
六
曰
大
鴻

臚
、
七
曰
宗
正
、
八
曰
大
司
農
、
九
曰
少
府
、
是
爲
九
卿
也
」。

（
10
）『
尹
灣
漢
簡
』「
二
反
」
の
職
員
一
覧
、
侯
国
相
以
下
の
県
吏
と
侯
家
丞
以
下
の
家
吏
が
列
挙
し
て
い
る
。
こ
の
丞
以
下
亭
長
に
至
る
職
で
あ
ろ
う
。

（
11
）
拙
稿
、「
夫
の
犯
罪
と
妻
子
の
没
入
─
出
土
資
料
に
よ
る
検
討
─
」
國
學
院
大
學
紀
要
第
四
六
巻
、
國
學
院
大
學
、
二
〇
〇
八
年
。
婢
妾
と
姦
し
子
を
為
し
た
場
合
の
子
の
帰
属
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
。

（
12
）
師
古
曰
「
言
鄭
季
正
妻
本
在
編
戶
之
間
、
以
別
於
公
主
家
也
。
今
流
俗
書
本
云
牧
羊
人
間
、
先
母
之
子
不
以
爲
兄
弟
數
、
妄
增
也
」、
と
言
う
と
こ
ろ
。『
漢
書
』
巻
五
十
五
衛
青
霍
去

病
伝
。

（
13
）
拙
稿
前
掲
「
棺
在
堂
上
」
参
照
。

（
14
）
王
駿
の
「
道
病
免
官
」
と
あ
る
「
道
病
」
に
つ
い
て
、
こ
の
用
例
は
『
漢
書
』
巻
六
十
四
下
の
王
襃
の
伝
に
、
宣
帝
が
益
州
で
の
祭
祀
に
王
襃
が
遣
さ
れ
た
と
き
、「
襃
於
道
病
死
」
し

た
と
あ
り
、
巻
七
十
二
に
は
王
駿
の
父
王
吉
も
、
元
帝
の
召
し
に
応
じ
「
吉
年
老
道
病
卒
」
と
あ
る
。
そ
し
て
王
駿
自
身
の
「
道
病
免
官
」（
同
）。
ま
た
、
宣
帝
即
位
時
の
召
し
に
応

じ
た
薛
方
の
伝
で
は
「
徵
薛
方
道
病
卒
」（
同
）
と
あ
る
。
ま
た
、
巻
七
十
七
の
孫
宝
の
伝
に
は
平
帝
の
時
、「
遣
吏
迎
母
、
母
道
病
留
弟
家
」
と
あ
り
、
呼
び
寄
せ
た
母
親
が
道
中
に

発
病
し
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
巻
九
十
三
の
石
顕
の
伝
に
、
失
脚
後
「
憂
滿
不
食
道
病
死
」
と
あ
る
。
み
な
移
動
中
の
発
病
で
、
死
去
す
る
場
合
も
あ
る
。
王
駿
も
、
任
地
趙
へ
の
移
動

中
に
発
病
し
執
務
不
能
と
し
て
免
官
、
と
解
釈
し
て
良
い
の
だ
ろ
う
。
或
い
は
巻
五
十
一
に
武
帝
に
老
年
で
召
し
出
さ
れ
た
枚
乗
の
伝
の
「
乃
安
車
蒲
輪
徵
乘
、
道
死
」
の
道
死
に
つ



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
五
十
四
巻
（
二
〇
一
六
年
）

二
八

い
て
、
師
古
は
「
在
道
病
死
也
」
と
し
て
い
る
。
道
病
は
移
動
中
に
病
む
と
解
釈
す
る
の
が
、
班
固
の
意
に
沿
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

（
15
）
拙
稿
、「『
與
廷
尉
雜
治
』
と
詔
獄
─
漢
代
の
訴
訟
─
」『
人
文
研
紀
要
』
第
六
一
号
、
二
〇
〇
七
年
参
照
。

（
16
）
都
尉
太
守
功
曹
に
つ
い
て
は
尹
湾
漢
簡
参
照
、『
尹
灣
漢
墓
簡
牘
』︑
連
雲
港
市
博
物
館
、
中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
、
東
海
県
博
物
館
、
中
国
文
物
研
究
所
編
、
中
華
書
局
、

一
九
九
七
年
。

（
17
）
拙
稿
、
前
掲
「「『
與
廷
尉
雜
治
』
と
詔
獄
─
漢
代
の
訴
訟
─
」
参
照
。

（
18
）
中
華
書
局
本
校
勘
記
に
よ
る
。

（
19
）
拙
稿
「
在
棺
堂
上
」
参
照
。

（
20
）
拙
稿
「「『
與
廷
尉
雜
治
』
と
詔
獄
─
漢
代
の
訴
訟
─
」
参
照
。

（
21
）
王
赧
卒
は
「
六
国
年
表
」
に
よ
れ
ば
赧
王
五
十
九
年
の
こ
と
。
繮
狐
は
「
正
義
」
洛
陽
南
の
陽
人
聚
付
近
と
す
。
遷
は
「
六
国
年
表
」
に
よ
れ
ば
昭
襄
王
五
十
二
年
。
東
周
滅
は
「
六

国
年
表
」
に
よ
れ
ば
荘
襄
王
元
年
の
こ
と
。

（
22
）「
漢
簡
甘
露
二
年
丞
相
御
史
書
」、
大
庭
脩
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
創
文
社
一
九
八
二
年
、
所
収
「
捕
論　

漢
簡
に
見
え
る
不
道
犯
の
事
例
」
に
詳
し
い
。

（
23
）
前
掲
拙
稿
「
夫
の
犯
罪
と
妻
子
の
没
入
」
参
照
。

（
24
）
拙
稿
、「
夫
の
犯
罪
と
妻
子
の
没
入
」
参
照
。


